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VERA入来観測局は、薩摩川内市にある、鹿児島大学の入来牧場内に設置されています。国立
天文台と鹿児島大学が連携し、鹿児島大学の研究者や学生がVERA入来局での観測や運用を
担っています。

表紙イラスト はらぐちあつこ（イラストレーター）
　鹿児島大学法文学部法政策学科卒。電力会社勤務を経て、桑沢デザ
イン研究所ビジュアルデザイン科修了。東京のデザインコンサルティング会社でVI・CIデザイ
ン制作業務の他、歴史絵本制作にも携わる。2015年より峰岸達氏に師事。2020年より福岡市
に移住し、フリーランスのイラストレーターとして活動中。

今号の表紙「満天の星空」

Instagramでも情報発信中！
kagoshima_univ.koho

＊本誌掲載の写真は撮影時のみマスクをはずしています。

　
カ
ッ
タ
ー
競
技
は
、
漕
ぎ
手
と
艇
指

揮
、
艇
長
の
男
子
は
計
14
名
、
女
子
は

計
８
名
で
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
に
な
り

ま
す
。

　
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
競
う
カ
ッ

タ
ー
競
技
で
は
、
各
個
人
で
は
絶
対
に

辿
り
着
け
な
い
達
成
感
・
爽
快
感
を
味

わ
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
南
国
鹿
児
島
な

ら
で
は
の
海
も
楽
し
め
ま
す
。

　
主
に
船
を
漕
ぐ
練
習
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
化
。
あ

と
は
、
艇
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
す
。
迫

力
あ
る
練
習
風
景
は
動
画
を
見
て
く
だ

さ
い
！

部 員 数：26名［男14名・女12名］

活動場所：与次郎ヶ浜長水路付近

活動日時：週３日程度［朝練がメイン］
男子 6:45～、女子 6:30～

DATA ※2023年6/15 時点

SNS & CONTACT

お問合せ・入部希望等はこちらから
KADAI INFO　カッター部

Q
カ
ッ
タ
ー
競
技
と
は
？

Q
カ
ッ
タ
ー
部
の
魅
力
は
？

Q
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

カッター部
を動画でご

紹介!!

端艇(カッター)
部

桜
島
を
バ
ッ
ク
に
船
を
漕
い
で
み
ま
せ
ん
か
？

atsuhara87

Instagram



本
学
に
お
い
て
は
2
0
2
2
年
10
月
、
法
文
学
部
附
属
「
鹿
児
島
の
近
現
代
」
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
ま
し
た
。
旧
藩
の
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
至
る
鹿
児
島
の
近
現
代
の
歴
史
研
究
を
中
心
と
し

て
学
際
的
な
教
育
研
究
を
推
進
。
得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
、
社
会
実
装
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
な
ど
の

形
で
研
究
成
果
を
地
域
社
会
に
還
元
す
る
「
知
の
拠
点
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

「鹿児島の近現代」教育研究センターの事業には、教育研究基盤整備事業と地域マネジメント教
育研究推進事業という二つの柱があります。前者は、文字資料のみならず非文字資料をも対象と
して史的アプローチにより研究を推進し、鹿児島の近代とは何だったのかを問います。後者は、現
代的な課題の解決に向け文理融合、分野横断的に新しい技術を駆使して実践的な教育研究に取り
組みます。そして、これらの成果を社会実装や地域イノベーション創出の形で地域に還元します。

法
文
学
部
附
属

「
鹿
児
島
の
近
現
代
」教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

温
故
知
新

法文学部附属
「鹿児島の近現代」教育研究センター開設温故知新特集

「鹿児島の近現代」
教育研究基盤整備事業
鹿児島の近現代の政治・経済・文化・社
会など地域に関する種々の史的事象につい
てアプローチし、文系のみならず理系の技
法も駆使して資料研究を推進し、その成果
についてはデジタル化による公開を通じて社
会に還元します。

地域マネジメント
教育研究推進事業

鹿児島の豊かな地域資源（歴史・文化・
自然）を活用した分野横断的、文理融合的
な教育研究活動を推進します。そこで得た
成果を、地方公共団体や産業界、地域住民
との連携により地域社会に還元し、社会実
装や地域イノベーションの創出を促します。
また地域の方々を対象とした教育プログラム
を開発し、地域理解や郷土愛を高めるとと
もに、地域的課題を的確に把握・解決し、
地域の活性化に取り組むことのできる人材
の育成に努めます。

「
鹿
児
島
の
近
現
代
」の
歴
史・社
会・文
化
資
源
を

地
域
の
今
と
未
来
に
生
か
す
拠
点
へ

本
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
の
10
月
に
開
所
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
に
な
っ
て
特
任
教
員
が
す
べ
て
着
任
、
客
員
教
員
・
客
員
研
究

員
も
決
ま
り
本
格
的
に
始
動
い
た
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
は
明
治
維
新
を
け
ん
引
し
、
ま
た
戊
辰
戦
争
や
西
南

戦
争
で
は
多
く
の
血
を
流
し
ま
し
た
。
西
南
戦
争
後
の
復
興
、

太
平
洋
戦
争
の
被
災
、
戦
後
の
離
島
と
の
分
断
・
復
帰
等
―
鹿

児
島
は
近
代
を
語
る
に
多
く
の
物
語
を
有
し
て
い
ま
す
。
歴
史
の

重
み
に
比
し
て
歴
史
を
語
る
材
料
（
資
料
）
は
多
く
散
逸
し
た

こ
と
も
事
実
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
鹿
児
島
の
近
現
代
に
関
わ
る
歴
史
・
社

会
・
文
化
資
源
を
後
世
に
残
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
使
い
現

代
の
課
題
解
決
や
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
い
う
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
地
域
の
課

題
に
向
け
た
各
種
の
事
業
と
いっ
た
フ
ァ
ス
ト
な
も
の
と
、
資
料

収
集
と
保
存
、
目
録
や
デ
ー
タ
ベー
ス
の
作
成
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
な
ど
の
ス
ロ
ー
な
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
鹿
大
の
教
職

員
の
力
を
結
集
し
て

地
域
の
た
め
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

研
究
成
果
を
地
域
活
性
化
へ
つ
な
ぐ
、

知
の
拠
点
へ

法
文
学
部
附
属「
鹿
児
島
の
近
現
代
」教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

故
稲
盛
和
夫
名
誉
博
士
の
ご
寄
附
に
よ
る
「
鹿
児
島
大
学
稲
盛

和
夫
基
金
」
を
原
資
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
近
代

化
を
け
ん
引
し
た
鹿
児
島
に
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
物
語
る
歴
史

的
遺
産
の
ほ
か
、
豊
か
な
自
然
や
伝
統
・
文
化
な
ど
の
地
域
資

源
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
教
育
研
究
に
活
用
す
る
た
め
の

基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
地
域
社
会
発
展
の

た
め
に
還
元
す
る
こ
と
が
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
目
的
で
す
。
こ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
資
源
を
教
育

研
究
に
活
用
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
成
果

を
地
域
に
還
元
す
る
た
め
の
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
も
展
開
し

ま
す
。

自
然
科
学
分
野
の
研
究
者
を
含
む
本
学
教
職
員
の
ほ
か
、
広

く
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地

域
活
性
化
に
貢
献
す
る
「
知
」
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
分
野
横
断
的
・
文
理
融
合
的
な
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「鹿児島の近現代」教育研究センターが入居する
鹿児島大学総合教育研究棟（郡元キャンパス）二本の柱「鹿児島の近現代」

教育研究センター

まちづくりのあり方・地域振興策の提案

歴史遺産 自然遺産 文化遺産

地域社会へ還元

地域マネジメント
教育研究推進事業

●教育研究プロジェクトの推進
●地域課題の発掘・調査の実施

学外の研究者
自治体関係者
民間企業関係者

× 研究成果の社会実装

歴史遺産 自然遺産 文化遺産

地域社会へ還元

「鹿児島の近現代」
教育研究基盤整備事業

●鹿児島の近代・現代研究を活
性化

学外の研究者
高等学校教諭×

1

2

3
4

地域的特性を踏まえた新たな地域の文化的
創生に関する取組み

本学および地域が所蔵する歴史的・文化的
資源の地域への還元

地域的課題把握とその解決に向けた取組み

教育・地域マネジメント人材育成プログラム
の開発・推進

1

2

3

4
5

鹿児島の歴史・文化・産業・社会等に関す
る一次資料の収集

資料のデジタル化・データベース化とその
公開

郷土教育プログラムの開発及び提供、講座・
講演会・シンポジウム・ワークショップの開催

地域の文化財保存への参画

各種編纂物の発行、WEB サイトでの情報
発信

明治時代の『官員録』
この中から近代に活躍
した人物の官職に関す
る情報を抽出して編集
します。

特集

『明治二十七八年日清戦闘陣中日記』
センターに寄贈していただいた資料。
センターではこのような近代の資料収
集に努めています。

法文学部長
松田 忠大 教授

「鹿児島の近現代」
教育研究センター
センター長

丹羽 謙治 教授

鹿
児
島
の
歴
史
・
文
化
資
源
を
基
礎
と
し
た

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

本
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、
文
字
資
料
や
写
真
、
音
源
な
ど
の

文
字
以
外
の
資
料
を
収
集
し
、
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
鹿
児

島
の
近
代
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
と
、
現
代
的
な
課
題
を

解
決
す
る
文
理
融
合
、
分
野
横
断
的
な
実
践
的
教
育
研
究
プ
ロ

ジェ
ク
ト
を
行
う
こ
と
を
二
本
柱
と
し
て
い
ま
す
。
後
者
に
つ
い
て

は
、
初
年
度
は
、
12
の
「
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
研
究
プ
ロ
ジェ

ク
ト
」を
行
い
ま
し
た
。
テ
ーマ
は
、文
化
創
生
、食
、観
光
、女
性
、

外
国
人
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
す
。
研
究
分
野
は
、
経
済
学
、

社
会
学
、
考
古
学
、
教
育
学
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

対
象
と
す
る
地
域
も
、
奄
美
群
島
、
指
宿
市
、
霧
島
市
、
鹿
児

島
市
上
町
地
区
と
鹿
児
島
県
の
広
い
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
試
み
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
で
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
（
敬
意
を
基
礎
と

し
た
影
響
）
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
収
集
さ

れ
た
資
料
を
総
合
的
に
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鹿
児
島
の

近
代
を
基
礎
と
し
た
地
域
貢
献
型
の
教
育
研
究
プ
ロ
ジェ
ク
ト
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「鹿児島の近現代」
教育研究センター
副センタ―長
西村 知 教授
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辰
戦
争
や
西
南

戦
争
で
は
多
く
の
血
を
流
し
ま
し
た
。
西
南
戦
争
後
の
復
興
、

太
平
洋
戦
争
の
被
災
、
戦
後
の
離
島
と
の
分
断
・
復
帰
等
―
鹿

児
島
は
近
代
を
語
る
に
多
く
の
物
語
を
有
し
て
い
ま
す
。
歴
史
の

重
み
に
比
し
て
歴
史
を
語
る
材
料
（
資
料
）
は
多
く
散
逸
し
た

こ
と
も
事
実
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
鹿
児
島
の
近
現
代
に
関
わ
る
歴
史
・
社

会
・
文
化
資
源
を
後
世
に
残
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
使
い
現

代
の
課
題
解
決
や
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
い
う
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
地
域
の
課

題
に
向
け
た
各
種
の
事
業
と
いっ
た
フ
ァ
ス
ト
な
も
の
と
、
資
料

収
集
と
保
存
、
目
録
や
デ
ー
タ
ベー
ス
の
作
成
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
な
ど
の
ス
ロ
ー
な
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
鹿
大
の
教
職

員
の
力
を
結
集
し
て

地
域
の
た
め
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

研
究
成
果
を
地
域
活
性
化
へ
つ
な
ぐ
、

知
の
拠
点
へ

法
文
学
部
附
属「
鹿
児
島
の
近
現
代
」教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

故
稲
盛
和
夫
名
誉
博
士
の
ご
寄
附
に
よ
る
「
鹿
児
島
大
学
稲
盛

和
夫
基
金
」
を
原
資
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
近
代

化
を
け
ん
引
し
た
鹿
児
島
に
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
物
語
る
歴
史

的
遺
産
の
ほ
か
、
豊
か
な
自
然
や
伝
統
・
文
化
な
ど
の
地
域
資

源
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
教
育
研
究
に
活
用
す
る
た
め
の

基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
地
域
社
会
発
展
の

た
め
に
還
元
す
る
こ
と
が
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
目
的
で
す
。
こ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
資
源
を
教
育

研
究
に
活
用
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
成
果

を
地
域
に
還
元
す
る
た
め
の
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
も
展
開
し

ま
す
。

自
然
科
学
分
野
の
研
究
者
を
含
む
本
学
教
職
員
の
ほ
か
、
広

く
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地

域
活
性
化
に
貢
献
す
る
「
知
」
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
分
野
横
断
的
・
文
理
融
合
的
な
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「鹿児島の近現代」教育研究センターが入居する
鹿児島大学総合教育研究棟（郡元キャンパス）二本の柱「鹿児島の近現代」

教育研究センター

まちづくりのあり方・地域振興策の提案

歴史遺産 自然遺産 文化遺産

地域社会へ還元

地域マネジメント
教育研究推進事業

●教育研究プロジェクトの推進
●地域課題の発掘・調査の実施

学外の研究者
自治体関係者
民間企業関係者

× 研究成果の社会実装

歴史遺産 自然遺産 文化遺産

地域社会へ還元

「鹿児島の近現代」
教育研究基盤整備事業

●鹿児島の近代・現代研究を活
性化

学外の研究者
高等学校教諭×

1

2

3
4

地域的特性を踏まえた新たな地域の文化的
創生に関する取組み

本学および地域が所蔵する歴史的・文化的
資源の地域への還元

地域的課題把握とその解決に向けた取組み

教育・地域マネジメント人材育成プログラム
の開発・推進

1

2

3

4
5

鹿児島の歴史・文化・産業・社会等に関す
る一次資料の収集

資料のデジタル化・データベース化とその
公開

郷土教育プログラムの開発及び提供、講座・
講演会・シンポジウム・ワークショップの開催

地域の文化財保存への参画

各種編纂物の発行、WEB サイトでの情報
発信

明治時代の『官員録』
この中から近代に活躍
した人物の官職に関す
る情報を抽出して編集
します。

特集

『明治二十七八年日清戦闘陣中日記』
センターに寄贈していただいた資料。
センターではこのような近代の資料収
集に努めています。

法文学部長
松田 忠大 教授

「鹿児島の近現代」
教育研究センター
センター長

丹羽 謙治 教授

鹿
児
島
の
歴
史
・
文
化
資
源
を
基
礎
と
し
た

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

本
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、
文
字
資
料
や
写
真
、
音
源
な
ど
の

文
字
以
外
の
資
料
を
収
集
し
、
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
鹿
児

島
の
近
代
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
と
、
現
代
的
な
課
題
を

解
決
す
る
文
理
融
合
、
分
野
横
断
的
な
実
践
的
教
育
研
究
プ
ロ

ジェ
ク
ト
を
行
う
こ
と
を
二
本
柱
と
し
て
い
ま
す
。
後
者
に
つ
い
て

は
、
初
年
度
は
、
12
の
「
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
研
究
プ
ロ
ジェ

ク
ト
」を
行
い
ま
し
た
。
テ
ーマ
は
、文
化
創
生
、食
、観
光
、女
性
、

外
国
人
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
す
。
研
究
分
野
は
、
経
済
学
、

社
会
学
、
考
古
学
、
教
育
学
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

対
象
と
す
る
地
域
も
、
奄
美
群
島
、
指
宿
市
、
霧
島
市
、
鹿
児

島
市
上
町
地
区
と
鹿
児
島
県
の
広
い
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
試
み
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
で
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
（
敬
意
を
基
礎
と

し
た
影
響
）
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
収
集
さ

れ
た
資
料
を
総
合
的
に
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鹿
児
島
の

近
代
を
基
礎
と
し
た
地
域
貢
献
型
の
教
育
研
究
プ
ロ
ジェ
ク
ト
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「鹿児島の近現代」
教育研究センター
副センタ―長
西村 知 教授
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Message

地域マネジメントプロジェクト

法文学部附属
「鹿児島の近現代」教育研究センター開設温故知新特集

鹿児島の地域を舞台に、社会・経済・文化の発展を目指した令和４年度の
取り組み。それは、コロナ禍の困難への挑戦でもありました。

1地域的特性を踏まえた新たな地域の文化的創生に関する取組み
「現代文化創出の「場」形成プロジェクト」
菅野康太（人文学科心理学コース 准教授）
酒井佑輔（法経社会学科地域社会コース 准教授）
太田純貴（人文学科多元地域文化コース 准教授）
農中　至（法経社会学科地域社会コース 准教授）
清水　香（教育学部美術教育 准教授）

「現代アートを軸とした地域の有形・無形の知財の発掘・活用」
太田純貴（人文学科多元地域文化コース 准教授）
菅野康太（人文学科心理学コース 准教授）
酒井佑輔（法経社会学科地域社会コース 准教授）
農中　至（法経社会学科地域社会コース 准教授）
清水　香（教育学部美術教育 准教授）

「GISを活用した沖永良部バナナマップ作成プロジェクト」
澤田成章（法経社会学科経済コース 准教授）

2本学および地域が所蔵する歴史的・文化的資源の地域への還元
「近代鹿児島における在地窯業の考古学的研究」
渡辺芳郎（人文学科多元地域文化コース 教授）

「近現代における奄美島唄の伝承の変遷に関する研究」
梁川英俊（人文学科多元地域文化コース 教授）
アンニ（人文社会科学研究科博士後期課程地域政策科学専攻 大学院生）

「鹿児島大学が所蔵する近代化に関わる法学・政治学分野の貴重書の電子化事業」
鳥飼貴司（法経社会学科法学コース 教授）
米田憲市（法経社会学科法学コース 教授）
植本幸子（法経社会学科法学コース 教授）

3地域的課題把握とその解決に向けた取組み
「沖永良部島における食料自給率向上に向けたボトルネック探求プロジェクト」
澤田成章（法経社会学科経済コース 准教授）

「近代から現代に繋がる沖永良部島の社会経済、教育に関する調査・資料収集」
西村　知（法経社会学科経済コース 教授）
中谷純江（総合教育機構グローバルセンター教授）
日髙優介（「鹿児島の近現代」教育研究センター 特任助教）

「鹿児島市上町地区における歴史を活用した
持続可能なまちづくり推進プロジェクトのための調査・分析プロジェクト」
金子　満（法経社会学科地域社会コース 准教授）
日髙優介（「鹿児島の近現代」教育研究センター 特任助教）

4教育・地域マネジメント人材育成プログラムの開発・推進
「指宿の地域資源の探究：鹿児島大学法文学部と指宿高等学校の連携事業」
石田智子（人文学科多元地域文化コース 准教授）
吉田明弘（人文学科多元地域文化コース 准教授）
兼城糸絵（人文学科多元地域文化コース 准教授）
馬場　武（法経社会学科経済コース 講師）

「霧島国際音楽祭の価値創造メカニズムの解明と
芸術文化事業マネジメント人材育成プログラムの開発」
馬場　武（法経社会学科経済コース 講師）
農中　至（法経社会学科地域社会コース 准教授）
林田吉恵（法経社会学科経済コース 教授）

「かごしま国体等「観戦・観光ガイドブック」作成・地域観光人材育成プロジェクト」
小林善仁（人文学科多元地域文化コース 准教授）
南　直子（人文学科多元地域文化コース 助手）
永迫俊郎（教育学部社会科教育 准教授）

「鹿児島の近現代」
教育研究拠点整備事業
スタートアップシンポジウム
2022（令和4）年3月26日、センター設置に先駆
け、専門家や一般の皆様にご意見をいただくため
にシンポジウムを開催いたしました。

設立記念シンポジウム
「鉱山の鹿児島
～近代化を鉱山から読み解く～」
2022（令和4）年11月23日、設立記念シンポジ
ウムを開催いたしました。「近代化」を、「鉱山」と
の関係から考えようという試みでした。

令和5年春のシンポジウム
「日本とイタリア ー 社会と文化の諸相」
2023（令和5）年3月17日、シンポジウムを開催
しました。近代から現代にかけての日本とイタリ
アの関係や文化交流をテーマとしました。

地域シンポジウム
「上町ヒストリー町づくりシンポジウム」
2023（令和5）年3月18日、地域団体「上町サン
クチュアリ」と共催で石橋記念公園内石橋記念館
にて地域シンポジウムを開催いたしました。

地域シンポジウム
「沖永良部の近現代」
2023（令和5）年3月27日、法文学部澤田ゼミと
共催で、沖永良部島、和泊町役場「結いホール」に
て地域シンポジウムを開催いたしました。

令和4年度
地域マネジメント
教育研究プロジェクト報告会
2023（令和5）年5月20日、プロジェクト報告会
を行いました。12のプロジェクトの研究成果を、
ポスター、口頭発表によって報告しました。

平
成
30
年
に
明
治
維
新
1
5
0
周
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
県
で
は
「
①
薩

摩
藩
が
明
治
維
新
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
得
た
要
因
、②
当
時
の
市
井

の
人
々
の
暮
ら
し
や
女
性
の
生
き
方
、③

子
ど
も
の
教
育
（
人
材
育
成
）」
な
ど
に

つ
い
て
整
理
し
、『
明
治
維
新
と
郷
土
の

人
々
』
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
中
で
、
鹿

児
島
に
は
近
代
の
史
料
が
極
端
に
少
な

い
こ
と
、
研
究
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
戦
禍
な
ど
や
む

を
得
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
史
料

を
後
世
に
残
す
努
力
や
、
実
証
的
な
歴

史
研
究
の
蓄
積
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と

も
否
め
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
黎
明
館
が
そ
の
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
公
文
書
館
に
つ
い
て
も
よ
う
や

く
建
設
の
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
も
、「
鹿
児
島
の
近

現
代
」
に
特
化
し
た
史
料
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
役
割
と
、
人
と
物
と
情
報
が
集

ま
る
研
究
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
期

待
し
た
い
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
の
設
立
以

来
、
市
民
を
対
象
と
し
た
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
大
学
は
「
象
牙
の
塔
」
な
ど
と

言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
研

究
の
成
果
を
広
く
市
民
に
還
元
す
る
機

会
を
積
極
的
に
設
け
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

高
等
学
校
の
立
場
か
ら
は
、
高
大
連

携
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

例
え
ば
、
大
口
高
校
に
は
昭
和
７
年
に

建
設
さ
れ
た
木
造
の
図
書
館
が
現
存
し
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
こ
れ
を
題

材
に
近
代
建
築
史
を
研
究
し
て
い
る
生

徒
が
お
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
現
在
「
登

録
文
化
財
」
へ
の
指
定
を
目
指
す
活
動

を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
校

生
の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
、

当
セ
ン
タ
ー
の
、
い
や
鹿
児
島
大
学
の

存
在
価
値
が
さ
ら
に
高
ま
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

以
上
は
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
で
あ

り
、
同
時
に
、
客
員
研
究
員
を
拝
命
し

た
私
自
身
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

鹿児島県立大口高等学校長
本センター客員研究員
吉満 庄司

「
鹿
児
島
の
近
現
代
」
教
育
研
究
基
盤
整
備
事
業
へ
の
期
待
の
声

研
究
の
拠
点
と
高
大
連
携
の
推
進

私
は
い
つ
も
、
西
村
先
生
と
日
髙
先

生
が
来
島
さ
れ
る
た
び
に
聞
か
せ
て
く

れ
る
研
究
の
お
話
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
知
識
と
し
て
あ
っ
た
沖

永
良
部
島
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
不

意
に
つ
な
が
り
、「
あ
れ
っ
て
そ
う
い
う

こ
と
か
！
」
と
物
語
が
生
ま
れ
る
瞬
間

が
堪
り
ま
せ
ん
。

西
村
先
生
と
の
出
会
い
は
昨
年
1
月
。

町
職
員
か
ら
「
教
授
を
紹
介
し
た
い
」

と
連
絡
が
あ
り
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
引
っ
張

り
出
し
て
会
議
室
に
着
い
た
ら
、
長
髪

で
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
姿
の
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
そ
ん
な
緊
張
と
緩
和
も
あ
り
、

初
対
面
か
ら
と
て
も
話
し
や
す
か
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
、
1
月
は
冬

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
西

村
先
生
は
ア
ロ
ハ
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
こ

と
で
す
。

申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
私
は
沖
永
良

部
島
で
多
文
化
共
生
促
進
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
島
は
奄
美
群
島
で
最
も
高

い
外
国
人
人
口
比
率
、
な
ん
と
県
平
均

の
２
倍
弱
。
そ
こ
で
交
流
用
に
T
シ
ャ
ツ

を
作
っ
た
り
、
生
活
に
役
立
つ
冊
子
を

作
っ
た
り
、
飲
み
会
を
開
い
た
り
、
い
ろ

い
ろ
で
す
。
近
年
、
人
材
不
足
を
背
景

に
増
え
続
け
る
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
に
、
島
で
戸
惑
う
声
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

島
は
他
に
も
、
空
き
家
管
理
、
後
継

者
不
足
、
海
洋
ゴ
ミ
な
ど
、
課
題
の
オ

ン
パ
レ
ー
ド
。
幸
い
、
沖
永
良
部
島
に
は

「
こ
の
課
題
と
い
え
ば
こ
の
人
」
と
顔
と

名
前
が
思
い
浮
か
ぶ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
い
ま

す
。
私
見
も
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
多

く
は
課
題
を
探
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

島
の
暮
ら
し
の
中
で
た
ま
た
ま
課
題
と

出
合
っ
た
人
た
ち
。
だ
か
ら
こ
そ
、
思

い
入
れ
も
強
い
し
、
伝
わ
り
づ
ら
さ
も

あ
る
。

僭
越
な
が
ら
、
そ
し
て
勝
手
な
が
ら
、

私
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
は
、

研
究
に
よ
っ
て
地
域
課
題
の
警
鐘
を
鳴

ら
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
島
民
に
広
げ
、

解
決
の
道
筋
を
立
て
る
お
手
伝
い
い
た

だ
く
こ
と
。
島
を
含
む
鹿
児
島
の
地
域

が
、
未
来
へ
進
む
た
め
の
伴
走
者
で
あ
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
！

合同会社オトナキ
代表社員

ネルソン水嶋

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
研
究
推
進
事
業
へ
の
期
待
の
声

鹿
大
だ
か
ら
で
き
る
地
域
の
未
来
へ
の
伴
走
を
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Message

地域マネジメントプロジェクト

法文学部附属
「鹿児島の近現代」教育研究センター開設温故知新特集

鹿児島の地域を舞台に、社会・経済・文化の発展を目指した令和４年度の
取り組み。それは、コロナ禍の困難への挑戦でもありました。

1地域的特性を踏まえた新たな地域の文化的創生に関する取組み
「現代文化創出の「場」形成プロジェクト」
菅野康太（人文学科心理学コース 准教授）
酒井佑輔（法経社会学科地域社会コース 准教授）
太田純貴（人文学科多元地域文化コース 准教授）
農中　至（法経社会学科地域社会コース 准教授）
清水　香（教育学部美術教育 准教授）

「現代アートを軸とした地域の有形・無形の知財の発掘・活用」
太田純貴（人文学科多元地域文化コース 准教授）
菅野康太（人文学科心理学コース 准教授）
酒井佑輔（法経社会学科地域社会コース 准教授）
農中　至（法経社会学科地域社会コース 准教授）
清水　香（教育学部美術教育 准教授）

「GISを活用した沖永良部バナナマップ作成プロジェクト」
澤田成章（法経社会学科経済コース 准教授）

2本学および地域が所蔵する歴史的・文化的資源の地域への還元
「近代鹿児島における在地窯業の考古学的研究」
渡辺芳郎（人文学科多元地域文化コース 教授）

「近現代における奄美島唄の伝承の変遷に関する研究」
梁川英俊（人文学科多元地域文化コース 教授）
アンニ（人文社会科学研究科博士後期課程地域政策科学専攻 大学院生）

「鹿児島大学が所蔵する近代化に関わる法学・政治学分野の貴重書の電子化事業」
鳥飼貴司（法経社会学科法学コース 教授）
米田憲市（法経社会学科法学コース 教授）
植本幸子（法経社会学科法学コース 教授）

3地域的課題把握とその解決に向けた取組み
「沖永良部島における食料自給率向上に向けたボトルネック探求プロジェクト」
澤田成章（法経社会学科経済コース 准教授）

「近代から現代に繋がる沖永良部島の社会経済、教育に関する調査・資料収集」
西村　知（法経社会学科経済コース 教授）
中谷純江（総合教育機構グローバルセンター教授）
日髙優介（「鹿児島の近現代」教育研究センター 特任助教）

「鹿児島市上町地区における歴史を活用した
持続可能なまちづくり推進プロジェクトのための調査・分析プロジェクト」
金子　満（法経社会学科地域社会コース 准教授）
日髙優介（「鹿児島の近現代」教育研究センター 特任助教）

4教育・地域マネジメント人材育成プログラムの開発・推進
「指宿の地域資源の探究：鹿児島大学法文学部と指宿高等学校の連携事業」
石田智子（人文学科多元地域文化コース 准教授）
吉田明弘（人文学科多元地域文化コース 准教授）
兼城糸絵（人文学科多元地域文化コース 准教授）
馬場　武（法経社会学科経済コース 講師）

「霧島国際音楽祭の価値創造メカニズムの解明と
芸術文化事業マネジメント人材育成プログラムの開発」
馬場　武（法経社会学科経済コース 講師）
農中　至（法経社会学科地域社会コース 准教授）
林田吉恵（法経社会学科経済コース 教授）

「かごしま国体等「観戦・観光ガイドブック」作成・地域観光人材育成プロジェクト」
小林善仁（人文学科多元地域文化コース 准教授）
南　直子（人文学科多元地域文化コース 助手）
永迫俊郎（教育学部社会科教育 准教授）

「鹿児島の近現代」
教育研究拠点整備事業
スタートアップシンポジウム
2022（令和4）年3月26日、センター設置に先駆
け、専門家や一般の皆様にご意見をいただくため
にシンポジウムを開催いたしました。

設立記念シンポジウム
「鉱山の鹿児島
～近代化を鉱山から読み解く～」
2022（令和4）年11月23日、設立記念シンポジ
ウムを開催いたしました。「近代化」を、「鉱山」と
の関係から考えようという試みでした。

令和5年春のシンポジウム
「日本とイタリア ー 社会と文化の諸相」
2023（令和5）年3月17日、シンポジウムを開催
しました。近代から現代にかけての日本とイタリ
アの関係や文化交流をテーマとしました。

地域シンポジウム
「上町ヒストリー町づくりシンポジウム」
2023（令和5）年3月18日、地域団体「上町サン
クチュアリ」と共催で石橋記念公園内石橋記念館
にて地域シンポジウムを開催いたしました。

地域シンポジウム
「沖永良部の近現代」
2023（令和5）年3月27日、法文学部澤田ゼミと
共催で、沖永良部島、和泊町役場「結いホール」に
て地域シンポジウムを開催いたしました。

令和4年度
地域マネジメント
教育研究プロジェクト報告会
2023（令和5）年5月20日、プロジェクト報告会
を行いました。12のプロジェクトの研究成果を、
ポスター、口頭発表によって報告しました。

平
成
30
年
に
明
治
維
新
1
5
0
周
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
県
で
は
「
①
薩

摩
藩
が
明
治
維
新
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
得
た
要
因
、②
当
時
の
市
井

の
人
々
の
暮
ら
し
や
女
性
の
生
き
方
、③

子
ど
も
の
教
育
（
人
材
育
成
）」
な
ど
に

つ
い
て
整
理
し
、『
明
治
維
新
と
郷
土
の

人
々
』
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
中
で
、
鹿

児
島
に
は
近
代
の
史
料
が
極
端
に
少
な

い
こ
と
、
研
究
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
戦
禍
な
ど
や
む

を
得
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
史
料

を
後
世
に
残
す
努
力
や
、
実
証
的
な
歴

史
研
究
の
蓄
積
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と

も
否
め
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
黎
明
館
が
そ
の
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
公
文
書
館
に
つ
い
て
も
よ
う
や

く
建
設
の
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
も
、「
鹿
児
島
の
近

現
代
」
に
特
化
し
た
史
料
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
役
割
と
、
人
と
物
と
情
報
が
集

ま
る
研
究
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
期

待
し
た
い
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
の
設
立
以

来
、
市
民
を
対
象
と
し
た
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
大
学
は
「
象
牙
の
塔
」
な
ど
と

言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
研

究
の
成
果
を
広
く
市
民
に
還
元
す
る
機

会
を
積
極
的
に
設
け
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

高
等
学
校
の
立
場
か
ら
は
、
高
大
連

携
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

例
え
ば
、
大
口
高
校
に
は
昭
和
７
年
に

建
設
さ
れ
た
木
造
の
図
書
館
が
現
存
し
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
こ
れ
を
題

材
に
近
代
建
築
史
を
研
究
し
て
い
る
生

徒
が
お
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
現
在
「
登

録
文
化
財
」
へ
の
指
定
を
目
指
す
活
動

を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
校

生
の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
、

当
セ
ン
タ
ー
の
、
い
や
鹿
児
島
大
学
の

存
在
価
値
が
さ
ら
に
高
ま
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

以
上
は
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
で
あ

り
、
同
時
に
、
客
員
研
究
員
を
拝
命
し

た
私
自
身
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

鹿児島県立大口高等学校長
本センター客員研究員
吉満 庄司

「
鹿
児
島
の
近
現
代
」
教
育
研
究
基
盤
整
備
事
業
へ
の
期
待
の
声

研
究
の
拠
点
と
高
大
連
携
の
推
進

私
は
い
つ
も
、
西
村
先
生
と
日
髙
先

生
が
来
島
さ
れ
る
た
び
に
聞
か
せ
て
く

れ
る
研
究
の
お
話
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
知
識
と
し
て
あ
っ
た
沖

永
良
部
島
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
不

意
に
つ
な
が
り
、「
あ
れ
っ
て
そ
う
い
う

こ
と
か
！
」
と
物
語
が
生
ま
れ
る
瞬
間

が
堪
り
ま
せ
ん
。

西
村
先
生
と
の
出
会
い
は
昨
年
1
月
。

町
職
員
か
ら
「
教
授
を
紹
介
し
た
い
」

と
連
絡
が
あ
り
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
引
っ
張

り
出
し
て
会
議
室
に
着
い
た
ら
、
長
髪

で
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
姿
の
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
そ
ん
な
緊
張
と
緩
和
も
あ
り
、

初
対
面
か
ら
と
て
も
話
し
や
す
か
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
、
1
月
は
冬

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
西

村
先
生
は
ア
ロ
ハ
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
こ

と
で
す
。

申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
私
は
沖
永
良

部
島
で
多
文
化
共
生
促
進
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
島
は
奄
美
群
島
で
最
も
高

い
外
国
人
人
口
比
率
、
な
ん
と
県
平
均

の
２
倍
弱
。
そ
こ
で
交
流
用
に
T
シ
ャ
ツ

を
作
っ
た
り
、
生
活
に
役
立
つ
冊
子
を

作
っ
た
り
、
飲
み
会
を
開
い
た
り
、
い
ろ

い
ろ
で
す
。
近
年
、
人
材
不
足
を
背
景

に
増
え
続
け
る
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
に
、
島
で
戸
惑
う
声
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

島
は
他
に
も
、
空
き
家
管
理
、
後
継

者
不
足
、
海
洋
ゴ
ミ
な
ど
、
課
題
の
オ

ン
パ
レ
ー
ド
。
幸
い
、
沖
永
良
部
島
に
は

「
こ
の
課
題
と
い
え
ば
こ
の
人
」
と
顔
と

名
前
が
思
い
浮
か
ぶ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
い
ま

す
。
私
見
も
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
多

く
は
課
題
を
探
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

島
の
暮
ら
し
の
中
で
た
ま
た
ま
課
題
と

出
合
っ
た
人
た
ち
。
だ
か
ら
こ
そ
、
思

い
入
れ
も
強
い
し
、
伝
わ
り
づ
ら
さ
も

あ
る
。

僭
越
な
が
ら
、
そ
し
て
勝
手
な
が
ら
、

私
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
は
、

研
究
に
よ
っ
て
地
域
課
題
の
警
鐘
を
鳴

ら
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
島
民
に
広
げ
、

解
決
の
道
筋
を
立
て
る
お
手
伝
い
い
た

だ
く
こ
と
。
島
を
含
む
鹿
児
島
の
地
域

が
、
未
来
へ
進
む
た
め
の
伴
走
者
で
あ
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
！

合同会社オトナキ
代表社員

ネルソン水嶋

地
域
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ジ
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進
事
業
へ
の
期
待
の
声

鹿
大
だ
か
ら
で
き
る
地
域
の
未
来
へ
の
伴
走
を
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こ
れ
ま
で
の
自
身
の
研
究
を
振
り
返

る
と
、
主
に
二
つ
の
テ
ー
マ
に
関
心
を

持
っ
て
き
ま
し
た
。一つ
目
は
、
戦
前
の

海
軍
に
よ
る
広
報
活
動
を
通
じ
た
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
研
究
で

す
。
軍
隊
に
よ
る
広
報
活
動
の
分
析
を

通
じ
て
、
戦
前
の
軍
隊
と
地
域
社
会
が

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
二
つ
目
は
マ
ス
・
メ
ディ
ア

に
関
す
る
研
究
で
す
。
戦
時
下
の
広
告

業
界
や
占
領
期
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
な

ど
、
マ
ス
・
メ
ディ
ア
史
の
空
白
部
分
に

つ
い
て
、
資
料
紹
介
と
と
も
に
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
、①
鹿
児
島
と
軍
隊
と
の
関
わ
り
、

②
鹿
児
島
の
マ
ス
・
メ
ディ
ア
に
つ
い
て
、

資
料
収
集
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
、
研

究
成
果
の
発
表
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
と
軍
隊
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
は
、鹿
児
島
は
知
覧
や
鹿
屋
な
ど
、「
特

攻
」
を
地
域
社
会
と
軍
隊
あ
る
い
は
戦

争
と
を
結
び
つ
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、

平
和
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

た
だ
鹿
児
島
と
軍
隊
と
の
関
わ
り
は
戦

時
中
に
限
ら
れ
ま
せ
ん
。
明
治
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、旧
日
本
軍
、進
駐
軍（
米

軍
）、
自
衛
隊
な
ど
、
い
く
つ
も
の
軍
事

組
織
と
関
わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

軍
隊
を
め
ぐ
る
社
会
の
あ
り
様
を
、
鹿

児
島
を
舞
台
に
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
の
マ
ス
・
メ
ディ
ア
に
つ
い
て

は
、
戦
前
の
地
方
紙
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
地
方
紙
は

そ
の
時
々
の
地
域
の
あ
り
様
を
い
き
い

き
と
描
き
出
す
貴
重
な
歴
史
資
料
で
す

が
、
利
用
環
境
の
問
題
も
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
そ
の
活
用
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

利
用
環
境
の
整
備
も
含
め
、
地
方
紙
を

手
掛
か
り
と
し
て
鹿
児
島
の
近
現
代
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

私
に
と
っ
て
鹿
児
島
は
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
で
す
。
鹿
児
島
で
研
究
で
き
る

こ
と
に
感
謝
し
、
地
域
の
方
々
と
と
も

に
、
地
域
資
源
の
活
用
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

中嶋晋平 特任助教
NAKAJIMA Shinpei

Profile
歴史社会学専攻。近代日本にお
ける軍隊と社会との関わりにつ
いて、コミュニケーションの視点
から研究。著書に『戦前期海軍
のPR活動と世論』（思文閣出
版）、共著に『広告の夜明け 大
阪・萬年社コレクション研究』
（思文閣出版）、資料集に『占領
期生活世相誌資料Ⅰ 敗戦と暮
らし』（新曜社）。

鹿
児
島
の
近
現
代
文
学
と
聞
く
と
、

島
尾
敏
雄
や
梅
崎
春
生
、
林
芙
美
子
な

ど
の
著
名
な
作
家
が
ま
ず
思
い
浮
か
び

ま
す
が
、
ほ
か
に
も
魅
力
的
な
作
家
や

作
品
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
鹿
児
島
の
文
芸
雑
誌
文
化
に

注
目
し
て
い
ま
す
。
戦
後
、
島
嶼
域
も

含
め
て
鹿
児
島
の
地
域
文
化
の
豊
か
さ

が
う
か
が
え
る
多
種
多
様
な
文
芸
雑
誌

が
数
多
く
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
収
集
・
整
理
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
し
、
さ
ら
に
同
時
代
の
中
央
文
壇

と
の
交
流
状
況
を
分
析
し
、
戦
後
昭
和

期
に
お
け
る
鹿
児
島
文
壇
の
編
成
過
程

の
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
沖
永
良
部
島
出
身
で
主
に
戦

後
昭
和
期
に
活
躍
し
『
青
幻
記
』
で
太

宰
治
賞
を
受
賞
し
た
作
家
・一色
次
郎
の

研
究
で
す
。
現
在
、一色
の
作
品
研
究
と

同
時
に
島
に
残
る
書
簡
な
ど一次
資
料
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
両
親
の
不
幸
な

最
期
が
創
作
の
源
泉
に
あ
り
、一方
で
そ

の
た
め
に
島
に
対
し
て
は
複
雑
な
思
い

も
抱
い
て
い
た
一色
で
す
が
、
島
嶼
か
ら

鹿
児
島
文
学
を
再
考
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
重
要
な

作
家
で
す
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
日
置
郡
吉
利
村

出
身
の
、大
正・昭
和
戦
前
期
の
翻
訳
家
・

寺
田
鼎
に
も
注
目
し
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
私
は
ミ
ス
テ
リ
研
究
を
専
門
と
し
て
い

ま
す
が
、
鹿
児
島
は
評
論
家
・
中
島
河

太
郎
が
旧
制
七
高
出
身
で
あ
る
な
ど
ミ

ス
テ
リ
と
縁
が
あ
る
土
地
で
、
寺
田
も

イ
サ
ベ
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ス
『
ト
レ
ン
ト
殺

害
事
件
』
な
ど
海
外
ミ
ス
テ
リ
を
翻
訳

し
て
い
ま
し
た
。
寺
田
に
関
し
て
は
未

だ
不
明
な
点
が
多
い
の
で
、一次
資
料
を

調
査
し
な
が
ら
人
物
像
を
明
ら
か
に
し

て
い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
鹿
児
島
の
近
現
代

文
学
の
知
ら
れ
ざ
る
側
面
を
掘
り
起
こ

す
こ
と
で
、
鹿
児
島
文
学
の
魅
力
を
再

発
見
し
て
い
き
ま
す
。

鈴木 優作 特任助教
SUZUKI Yusaku

Profile
日本近現代文学専攻。鹿児島の
近現代作家や文芸雑誌文化を
研究。著書に『探偵小説と〈狂
気〉』（国書刊行会）、共編著に
『〈怪異〉とミステリ』（青弓社）、
論文に「狂気の価値 ー中井英夫
「幻想博物館」論ー」（『日本文
学』）、「ミステリにおける奇書の
再考―内在する〈狂い〉につい
て」（『ユリイカ』）など。

私
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
に
遺
る
歴
史

資
料
の
保
全
と
活
用
を
基
礎
と
し
た
歴

史
研
究
と
教
育
の
実
践
に
従
事
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
こ
れ
か

ら
「
鹿
児
島
の
近
現
代
」
研
究
の
枠
組

み
を
刷
新
し
、
そ
の
成
果
を
ひ
ろ
く
国

内
外
に
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
存
の「
鹿
児
島
の
近
現
代
」研
究
は
、

鹿
児
島
と
日
本
の
「
近
代
」
化
に
努
め

た一部
の
「
英
雄
」
た
ち
に
着
目
し
つ
つ
、

特
に
幕
末
維
新
期
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
の
歴
史
像
の
解
明
に
力
が
入
れ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。一
方
で
、
ひ
ろ
く
一
般
民

衆
が
ど
の
よ
う
に
幕
末
維
新
期
か
ら
戦

後
に
か
け
て
の
「
日
本
」
を
生
き
、
歴

史
と
文
化
を
紡
ぎ
出
し
た
か
と
い
う
実

像
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
は
詳
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

か
か
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
私
は
、

鹿
児
島
歴
史
資
料
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
文
献
・
非
文
献

の
区
別
な
く
研
究
に
必
要
な
資
料
の
保

全
と
収
集
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
上

で
、
島
嶼
部
や
宮
崎
・
熊
本
を
含
む
南

九
州
の
諸
地
域
と
、
そ
こ
で
生
活
を
営

ん
で
き
た
住
民
が
経
験
し
た
「
近
代
」

化
と
「
現
代
」
化
の
内
実
を
詳
ら
か
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
は
、
鹿
児
島
県
を
中
心

と
し
た
南
九
州
地
域
の
歴
史
資
料
を
素

材
と
し
た
近
現
代
史
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
構
築
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
域
で
の
フィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
歴
史
資
料
の
保
全
活
動
を
基

礎
に
授
業
を
構
成
し
、一次
史
料
の
収
集

と
分
析
か
ら
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る

ま
で
の
実
践
を
学
生
に
経
験
さ
せ
、
地

域
史
研
究
の
技
法
と
意
義
を
修
得
す
る

た
め
の
主
体
的
な
学
び
の
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
こ
の
実
践
に
よ
っ
て
、
地
域
の

歴
史
文
化
研
究
の
担
い
手
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
19
世
紀
以
降
の
地
域
の
歴
史

経
験
に
着
目
し
た
新
し
い
「
鹿
児
島
の

近
現
代
」
研
究
の
裾
野
を
押
し
広
げ
る

基
盤
を
創
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
私
は
専
門
の
歴
史

学
の
み
な
ら
ず
、
人
文
学
か
ら
自
然
科

学
ま
で
の
文
理
の
垣
根
を
超
え
た
学
際

的
視
座
の
も
と
、「
鹿
児
島
の
近
現
代
」

教
育
研
究
の
新
し
い
枠
組
み
の
構
築
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

伴野 文亮 特任准教授
TOMONO Fumiaki

Profile
日本史学専攻。とりわけ19世紀
以降の「日本」における「偉人」顕
彰や俳諧の歴史を研究。著書に
『日本学の教科書』（共編著、文
学通信、2022年）、論文に「近代
天皇制国家と「偉人」」（『歴史評
論』848号、2020年）、「摩訶庵
蒼山追善句集『しら露集』にみる
明治期「旧派」の位相」（『連歌俳
諧研究』144号、2023年）など。

私
は
以
前
、
東
京
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
退
職
し
、
家
族
と
共
に
故
郷
の

鹿
児
島
に
戻
り
ま
し
た
。
帰
郷
後
の
私

の
問
題
意
識
は
、「
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
ティ
」
に
つ
い
て
で
し
た
。

現
代
の
地
域
社
会
の
足
下
に
は
積
み

重
ね
ら
れ
た
地
層
の
よ
う
な
地
域
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
過
去
の
あ
る
出
来
事

が
、
現
代
の
地
域
社
会
に
お
い
て
も
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、「
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
」
に

つ
い
て
考
え
る
上
で
、「
こ
れ
ま
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ティ
」
を
振
り
返
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
人
々
を
め
ぐ
る
状
況
も

多
様
で
す
。
私
の
研
究
は
、
社
会
学
の

立
場
か
ら
こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
の
変

化
や
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
で
す
。
中

で
も
、
私
の
中
心
的
な
研
究
は
石
油
備

蓄
基
地
を
め
ぐ
る
地
域
の
変
化
で
す
。

こ
れ
は
、私
の
帰
郷
の
契
機
と
な
っ
た「
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
」
を
め
ぐ
る

問
題
と
重
な
る
テ
ー
マ
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
私
だ
け
で
な
く

現
代
日
本
の
人
々
を
巡
る
普
遍
的
な
課

題
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
代
の
鹿
児
島
は
、
少
子
高
齢
化
、

世
代
間
の
分
断
、
地
域
産
業
や
コ
ミ
ュ
ニ

ティ
の
衰
退
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
、

貧
困
、
人
材
育
成
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、一方
で
、
鹿

児
島
に
は
豊
か
な
歴
史
や
文
化
、
自
然

環
境
、
そ
し
て
多
様
な
人
々
と
いっ
た
貴

重
な
資
源
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教

育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
多
様
な
領

域
の
研
究
者
が
研
究
成
果
を
も
と
に
、

自
治
体
や
産
業
界
、
教
育
界
、
地
域
住

民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
、

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
地

域
の
人
々
と
共
に
課
題
に
向
き
合
い
、

こ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
豊
か

で
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実
現
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日髙 優介 特任助教
HIDAKA Yusuke

Profile
地域マネジメント担当。博士(学
術)。社会学の立場から「コミュ
ニティとエネルギー」、「奄美群
島の地域社会の変化」、「発達障
害児支援」 などを研究。主要論
文「〈開発〉をめぐる地域住民の
意思決定プロセス―鹿児島県に
おける石油基地の導入を事例と
して」（鹿児島大学）。

「鹿児島の近現代」教育研究センターの
事業をリードする特任教員紹介
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こ
れ
ま
で
の
自
身
の
研
究
を
振
り
返

る
と
、
主
に
二
つ
の
テ
ー
マ
に
関
心
を

持
っ
て
き
ま
し
た
。一つ
目
は
、
戦
前
の

海
軍
に
よ
る
広
報
活
動
を
通
じ
た
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
研
究
で

す
。
軍
隊
に
よ
る
広
報
活
動
の
分
析
を

通
じ
て
、
戦
前
の
軍
隊
と
地
域
社
会
が

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
二
つ
目
は
マ
ス
・
メ
ディ
ア

に
関
す
る
研
究
で
す
。
戦
時
下
の
広
告

業
界
や
占
領
期
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
な

ど
、
マ
ス
・
メ
ディ
ア
史
の
空
白
部
分
に

つ
い
て
、
資
料
紹
介
と
と
も
に
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
、①
鹿
児
島
と
軍
隊
と
の
関
わ
り
、

②
鹿
児
島
の
マ
ス
・
メ
ディ
ア
に
つ
い
て
、

資
料
収
集
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
、
研

究
成
果
の
発
表
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
と
軍
隊
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
は
、鹿
児
島
は
知
覧
や
鹿
屋
な
ど
、「
特

攻
」
を
地
域
社
会
と
軍
隊
あ
る
い
は
戦

争
と
を
結
び
つ
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、

平
和
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

た
だ
鹿
児
島
と
軍
隊
と
の
関
わ
り
は
戦

時
中
に
限
ら
れ
ま
せ
ん
。
明
治
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、旧
日
本
軍
、進
駐
軍（
米

軍
）、
自
衛
隊
な
ど
、
い
く
つ
も
の
軍
事

組
織
と
関
わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

軍
隊
を
め
ぐ
る
社
会
の
あ
り
様
を
、
鹿

児
島
を
舞
台
に
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
の
マ
ス
・
メ
ディ
ア
に
つ
い
て

は
、
戦
前
の
地
方
紙
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
地
方
紙
は

そ
の
時
々
の
地
域
の
あ
り
様
を
い
き
い

き
と
描
き
出
す
貴
重
な
歴
史
資
料
で
す

が
、
利
用
環
境
の
問
題
も
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
そ
の
活
用
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

利
用
環
境
の
整
備
も
含
め
、
地
方
紙
を

手
掛
か
り
と
し
て
鹿
児
島
の
近
現
代
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

私
に
と
っ
て
鹿
児
島
は
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
で
す
。
鹿
児
島
で
研
究
で
き
る

こ
と
に
感
謝
し
、
地
域
の
方
々
と
と
も

に
、
地
域
資
源
の
活
用
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

中嶋晋平 特任助教
NAKAJIMA Shinpei

Profile
歴史社会学専攻。近代日本にお
ける軍隊と社会との関わりにつ
いて、コミュニケーションの視点
から研究。著書に『戦前期海軍
のPR活動と世論』（思文閣出
版）、共著に『広告の夜明け 大
阪・萬年社コレクション研究』
（思文閣出版）、資料集に『占領
期生活世相誌資料Ⅰ 敗戦と暮
らし』（新曜社）。

鹿
児
島
の
近
現
代
文
学
と
聞
く
と
、

島
尾
敏
雄
や
梅
崎
春
生
、
林
芙
美
子
な

ど
の
著
名
な
作
家
が
ま
ず
思
い
浮
か
び

ま
す
が
、
ほ
か
に
も
魅
力
的
な
作
家
や

作
品
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
鹿
児
島
の
文
芸
雑
誌
文
化
に

注
目
し
て
い
ま
す
。
戦
後
、
島
嶼
域
も

含
め
て
鹿
児
島
の
地
域
文
化
の
豊
か
さ

が
う
か
が
え
る
多
種
多
様
な
文
芸
雑
誌

が
数
多
く
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
収
集
・
整
理
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
し
、
さ
ら
に
同
時
代
の
中
央
文
壇

と
の
交
流
状
況
を
分
析
し
、
戦
後
昭
和

期
に
お
け
る
鹿
児
島
文
壇
の
編
成
過
程

の
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
沖
永
良
部
島
出
身
で
主
に
戦

後
昭
和
期
に
活
躍
し
『
青
幻
記
』
で
太

宰
治
賞
を
受
賞
し
た
作
家
・一色
次
郎
の

研
究
で
す
。
現
在
、一色
の
作
品
研
究
と

同
時
に
島
に
残
る
書
簡
な
ど一次
資
料
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
両
親
の
不
幸
な

最
期
が
創
作
の
源
泉
に
あ
り
、一方
で
そ

の
た
め
に
島
に
対
し
て
は
複
雑
な
思
い

も
抱
い
て
い
た
一色
で
す
が
、
島
嶼
か
ら

鹿
児
島
文
学
を
再
考
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
重
要
な

作
家
で
す
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
日
置
郡
吉
利
村

出
身
の
、大
正・昭
和
戦
前
期
の
翻
訳
家
・

寺
田
鼎
に
も
注
目
し
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
私
は
ミ
ス
テ
リ
研
究
を
専
門
と
し
て
い

ま
す
が
、
鹿
児
島
は
評
論
家
・
中
島
河

太
郎
が
旧
制
七
高
出
身
で
あ
る
な
ど
ミ

ス
テ
リ
と
縁
が
あ
る
土
地
で
、
寺
田
も

イ
サ
ベ
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ス
『
ト
レ
ン
ト
殺

害
事
件
』
な
ど
海
外
ミ
ス
テ
リ
を
翻
訳

し
て
い
ま
し
た
。
寺
田
に
関
し
て
は
未

だ
不
明
な
点
が
多
い
の
で
、一次
資
料
を

調
査
し
な
が
ら
人
物
像
を
明
ら
か
に
し

て
い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
鹿
児
島
の
近
現
代

文
学
の
知
ら
れ
ざ
る
側
面
を
掘
り
起
こ

す
こ
と
で
、
鹿
児
島
文
学
の
魅
力
を
再

発
見
し
て
い
き
ま
す
。

鈴木 優作 特任助教
SUZUKI Yusaku

Profile
日本近現代文学専攻。鹿児島の
近現代作家や文芸雑誌文化を
研究。著書に『探偵小説と〈狂
気〉』（国書刊行会）、共編著に
『〈怪異〉とミステリ』（青弓社）、
論文に「狂気の価値 ー中井英夫
「幻想博物館」論ー」（『日本文
学』）、「ミステリにおける奇書の
再考―内在する〈狂い〉につい
て」（『ユリイカ』）など。

私
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
に
遺
る
歴
史

資
料
の
保
全
と
活
用
を
基
礎
と
し
た
歴

史
研
究
と
教
育
の
実
践
に
従
事
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
こ
れ
か

ら
「
鹿
児
島
の
近
現
代
」
研
究
の
枠
組

み
を
刷
新
し
、
そ
の
成
果
を
ひ
ろ
く
国

内
外
に
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
存
の「
鹿
児
島
の
近
現
代
」研
究
は
、

鹿
児
島
と
日
本
の
「
近
代
」
化
に
努
め

た一部
の
「
英
雄
」
た
ち
に
着
目
し
つ
つ
、

特
に
幕
末
維
新
期
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
の
歴
史
像
の
解
明
に
力
が
入
れ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。一
方
で
、
ひ
ろ
く
一
般
民

衆
が
ど
の
よ
う
に
幕
末
維
新
期
か
ら
戦

後
に
か
け
て
の
「
日
本
」
を
生
き
、
歴

史
と
文
化
を
紡
ぎ
出
し
た
か
と
い
う
実

像
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
は
詳
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

か
か
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
私
は
、

鹿
児
島
歴
史
資
料
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
文
献
・
非
文
献

の
区
別
な
く
研
究
に
必
要
な
資
料
の
保

全
と
収
集
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
上

で
、
島
嶼
部
や
宮
崎
・
熊
本
を
含
む
南

九
州
の
諸
地
域
と
、
そ
こ
で
生
活
を
営

ん
で
き
た
住
民
が
経
験
し
た
「
近
代
」

化
と
「
現
代
」
化
の
内
実
を
詳
ら
か
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
は
、
鹿
児
島
県
を
中
心

と
し
た
南
九
州
地
域
の
歴
史
資
料
を
素

材
と
し
た
近
現
代
史
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
構
築
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
域
で
の
フィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
歴
史
資
料
の
保
全
活
動
を
基

礎
に
授
業
を
構
成
し
、一次
史
料
の
収
集

と
分
析
か
ら
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る

ま
で
の
実
践
を
学
生
に
経
験
さ
せ
、
地

域
史
研
究
の
技
法
と
意
義
を
修
得
す
る

た
め
の
主
体
的
な
学
び
の
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
こ
の
実
践
に
よ
っ
て
、
地
域
の

歴
史
文
化
研
究
の
担
い
手
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
19
世
紀
以
降
の
地
域
の
歴
史

経
験
に
着
目
し
た
新
し
い
「
鹿
児
島
の

近
現
代
」
研
究
の
裾
野
を
押
し
広
げ
る

基
盤
を
創
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
私
は
専
門
の
歴
史

学
の
み
な
ら
ず
、
人
文
学
か
ら
自
然
科

学
ま
で
の
文
理
の
垣
根
を
超
え
た
学
際

的
視
座
の
も
と
、「
鹿
児
島
の
近
現
代
」

教
育
研
究
の
新
し
い
枠
組
み
の
構
築
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

伴野 文亮 特任准教授
TOMONO Fumiaki

Profile
日本史学専攻。とりわけ19世紀
以降の「日本」における「偉人」顕
彰や俳諧の歴史を研究。著書に
『日本学の教科書』（共編著、文
学通信、2022年）、論文に「近代
天皇制国家と「偉人」」（『歴史評
論』848号、2020年）、「摩訶庵
蒼山追善句集『しら露集』にみる
明治期「旧派」の位相」（『連歌俳
諧研究』144号、2023年）など。

私
は
以
前
、
東
京
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
退
職
し
、
家
族
と
共
に
故
郷
の

鹿
児
島
に
戻
り
ま
し
た
。
帰
郷
後
の
私

の
問
題
意
識
は
、「
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
ティ
」
に
つ
い
て
で
し
た
。

現
代
の
地
域
社
会
の
足
下
に
は
積
み

重
ね
ら
れ
た
地
層
の
よ
う
な
地
域
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
過
去
の
あ
る
出
来
事

が
、
現
代
の
地
域
社
会
に
お
い
て
も
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、「
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
」
に

つ
い
て
考
え
る
上
で
、「
こ
れ
ま
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ティ
」
を
振
り
返
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
人
々
を
め
ぐ
る
状
況
も

多
様
で
す
。
私
の
研
究
は
、
社
会
学
の

立
場
か
ら
こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
の
変

化
や
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
で
す
。
中

で
も
、
私
の
中
心
的
な
研
究
は
石
油
備

蓄
基
地
を
め
ぐ
る
地
域
の
変
化
で
す
。

こ
れ
は
、私
の
帰
郷
の
契
機
と
な
っ
た「
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
」
を
め
ぐ
る

問
題
と
重
な
る
テ
ー
マ
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
私
だ
け
で
な
く

現
代
日
本
の
人
々
を
巡
る
普
遍
的
な
課

題
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
代
の
鹿
児
島
は
、
少
子
高
齢
化
、

世
代
間
の
分
断
、
地
域
産
業
や
コ
ミ
ュ
ニ

ティ
の
衰
退
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
、

貧
困
、
人
材
育
成
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、一方
で
、
鹿

児
島
に
は
豊
か
な
歴
史
や
文
化
、
自
然

環
境
、
そ
し
て
多
様
な
人
々
と
いっ
た
貴

重
な
資
源
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教

育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
多
様
な
領

域
の
研
究
者
が
研
究
成
果
を
も
と
に
、

自
治
体
や
産
業
界
、
教
育
界
、
地
域
住

民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
、

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
地

域
の
人
々
と
共
に
課
題
に
向
き
合
い
、

こ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
豊
か

で
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実
現
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日髙 優介 特任助教
HIDAKA Yusuke

Profile
地域マネジメント担当。博士(学
術)。社会学の立場から「コミュ
ニティとエネルギー」、「奄美群
島の地域社会の変化」、「発達障
害児支援」 などを研究。主要論
文「〈開発〉をめぐる地域住民の
意思決定プロセス―鹿児島県に
おける石油基地の導入を事例と
して」（鹿児島大学）。

「鹿児島の近現代」教育研究センターの
事業をリードする特任教員紹介
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鹿児島大学総合教育機構 共通教育センター外国語教育
部門　准教授
［学位］博士（文学）名古屋大学,2007年3月、修士（文学）
韓国外国語大学,2000年8月
［所属学会］日本ことわざ文化学会、ことわざ学会
［委員歴］ことわざ学会理事（2007年10月～現在）
[専門分野]比較ことわざ学、韓国語教育

鄭　芝淑（ちょん・じすく） 准教授

い
、い
つ
誰
が
作
っ
た
か
が
明
確
と
い
う
点
で
特

異
な
文
字
だ
。鄭
先
生
は「
漢
字
を
読
め
な
い
人
の

た
め
に
李
朝
の
王
様
が
作
っ
た
文
字
で
す
」と
説

明
す
る
。

　
授
業
計
画
で
は
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
の

最
初
の
授
業
で
、ま
ず
母
音
字
母
10
個（
ㅏ
，ㅑ
，

ㅓ
，ㅕ
，ㅗ
，ㅛ
，ㅜ
，ㅠ
，ㅡ
，ㅣ
）の
書
き
方
と
発
音

を
学
習
す
る
。そ
の
後
の
授
業
で
母
音
字
母
と
子

音
字
母
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
を
学
ん
で
い
く
こ
と

で
、ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
を
習
得
。韓
国
語
の
単

語
を
覚
え
る
際
に
は
、韓
国
の
文
化
や
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
の
話
題
も
織
り
込
ま
れ
る
。相
互
理
解
を

深
め
る
た
め
に
は
、言
語
を
習
得
す
る
だ
け
で
な

く
そ
の
国
の
価
値
観
を
知
る
こ
と
も
重
要
と
考
え

る
か
ら
だ
。

　
授
業
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
み
、学
生

た
ち
へ
の「
チ
ャ
レ
ッ
ソ
ヨ（
よ
く
で
き
ま
し
た
）。

天
才
じ
ゃ
な
い
？
」と
の
小
気
味
よ
い
声
か
け
に

笑
い
声
が
上
が
る
こ
と
も
。毎
回
行
わ
れ
る
小
テ

ス
ト
で
は
、学
生
た
ち
が
自
己
採
点
で
自
身
の
理

解
度
を
確
認
す
る
。「
自
分
が
ど
の
く
ら
い
理
解

し
、聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
」。だ
が
、「
聞
き
取
り
は

難
し
い
。で
き
な
く
て
も
が
っ
か
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」と
、や
さ
し
く
フ
ォ
ロ
ー
。

　成
長
を
実
感
す
る
こ
と
が

　
　外
国
語
学
習
の
醍
醐
味

　
受
講
を
終
え
た
学
生
か
ら
は
、「
丁
寧
な
授
業
な

の
で
理
解
し
や
す
く
、発
音
の
コ
ツ
も
わ
か
り
や

す
い（
理
学
部
理
学
科
１
年
、山
中
咲
さ
ん
）」「
授

業
が
進
む
に
つ
れ
、確
実
に
身
に
付
い
て
い
く
の

が
う
れ
し
い
。毎
回
ペ
ア
の
相
手
が
変
わ
る
の
も

新
鮮
。（
農
学
部
農
業
生
産
科
学
科
１
年
、田
島
日

菜
さ
ん
）」と
の
声
が
聞
か
れ
、学
習
を
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。外
国
語
の
学
習
に
は

地
味
な
練
習
を
根
気
よ
く
反
復
す
る
過
程
が
必

要
だ
が
、授
業
で
こ
れ
を
機
械
的
に
や
る
と
ど
う

し
て
も
単
調
に
な
り
や
す
い
。そ
の
た
め
、ゲ
ー
ム

を
取
り
入
れ
る
な
ど
授
業
を
楽
し
く
進
め
ら
れ
る

よ
う
工
夫
を
凝
ら
す
。し
か
し
、「
楽
し
い
」と「
楽

だ
」は
全
く
別
物
。「『
楽
で
な
い
』努
力
の
先
に『
楽

し
み
』が
あ
る
こ
と
も
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
、学
生
た
ち
の
成
長
を
願
う
。

　「
自
分
に
は
外
国
語
能
力
が
な
い
と
言
う
人
が

い
る
が
、そ
れ
は
錯
覚
に
過
ぎ
な
い
。学
習
速
度
に

は
個
人
差
が
あ
る
が
、潜
在
能
力
に
個
人
差
は
な

い
。外
国
語
は
や
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
。や
ら
な
け

れ
ば
誰
も
で
き
な
い
」と
い
う
の
が
語
学
教
員
と

し
て
の
信
念
だ
。「
韓
国
語
に
は『
하
면

된
다
ハ

ミ
ョ
ン
デ
ン
ダ（
や
れ
ば
で
き
る
）』と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。自
分
を
信
じ
て
頑
張
れ
ば
必
ず
で

き
る
は
ず
で
す
」。

　韓
国
語
の
運
用
に
必
要
な
知
識
と
技
能
の
基
本

を
学
習
し
、日
本
語
お
よ
び
日
本
文
化
と
対
比
し

な
が
ら
隣
国
韓
国
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た「
韓
国
語
入
門
I
」。外
国
語
の
学

習
に
お
い
て
は「
実
際
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

こ
そ
意
味
が
あ
る
」と
の
見
地
か
ら
、鄭
芝
淑
先
生

の
授
業
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
想
定

し
た
演
習
や
身
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
形
式
を
取
り

入
れ
、学
生
同
士
で
教
え
合
い
協
力
し
合
っ
て
学

習
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
る
。

　学
生
間
の
対
話
活
動
を
重
視

　
教
室
に
入
っ
て
き
た
生
徒
た
ち
が
ペ
ア
を
作
っ

て
着
席
し
終
え
る
と
、「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！
」

の
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
響
く
。そ
う
し
て
授
業
が

始
ま
る
と
、鄭
先
生
の「
シ
ー
ジ
ャ
ッ（
せ
ー
の
）」

の
掛
け
声
と
と
も
に
全
員
で
教
科
書
を
見
な
が
ら

発
音
練
習
。さ
ら
に
、隣
り
合
わ
せ
の
学
生
同
士
で

お
互
い
の
発
音
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　「
韓
国
語
入
門
I
」の
授
業
で
は
、韓
国
語
を
初

め
て
学
習
す
る
学
生
た
ち
が
、ハ
ン
グ
ル
の
創
字

「
韓
国
語
入
門
I
」／
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
外
国
語
教
育
部
門

鄭
芝
淑
准
教
授

原
理
と
そ
の
読
み
書
き
を
学
び
、基
本
的
な
挨
拶

や
簡
単
な
会
話
を
習
得
し
て
い
く
。最
終
的
に
は
、

韓
国
と
そ
の
文
化
に
対
し
て
関
心
を
深
め
、興
味

を
持
っ
た
こ
と
を
自
ら
調
べ
た
り
説
明
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
選
択
科
目
の
た
め
、受
講
生
た
ち
は
学
部
も
学

年
も
さ
ま
ざ
ま
。授
業
で
は
、「
外
国
語
学
習
の
目

標
は
知
識
の
習
得
で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
養
成
で
あ
る
」と
い
う
考
え
か
ら
、学
生

と
の
信
頼
関
係
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、学
生

間
の
対
話
活
動
を
重
視
。発
音
練
習
や
対
話
練
習

を
行
う
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
相
手
は
授
業
の
た
び
に
変

わ
る
た
め
、一
、二
カ
月
も
す
れ
ば
学
生
同
士
の
関

係
が
非
常
に
密
に
な
り
、ク
ラ
ス
の
一
体
感
が
生

ま
れ
て
く
る
と
い
う
。

　言
語
だ
け
で
な
く

　
　文
化
の
違
い
を
理
解
す
る

　
ハ
ン
グ
ル
は
、母
音
を
表
す
母
音
字
母
と
子
音

を
表
す
子
音
字
母
の
組
み
合
わ
せ
で
作
ら
れ
る

「
組
み
合
わ
せ
文
字
」。世
界
の
ほ
か
の
言
語
と
違

地
道
に
や
れ
ば
必
ず
で
き
る

学
び

屋
部部

誌
上
講
義
室
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か
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確
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字
だ
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は「
漢
字
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人
の
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。
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を
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い
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と

で
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グ
ル
の
読
み
書
き
を
習
得
。韓
国
語
の
単

語
を
覚
え
る
際
に
は
、韓
国
の
文
化
や
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
の
話
題
も
織
り
込
ま
れ
る
。相
互
理
解
を

深
め
る
た
め
に
は
、言
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を
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得
す
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だ
け
で
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く
そ
の
国
の
価
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観
を
知
る
こ
と
も
重
要
と
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え

る
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ら
だ
。

　
授
業
は
終
始
和
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な
雰
囲
気
で
進
み
、学
生

た
ち
へ
の「
チ
ャ
レ
ッ
ソ
ヨ（
よ
く
で
き
ま
し
た
）。

天
才
じ
ゃ
な
い
？
」と
の
小
気
味
よ
い
声
か
け
に

笑
い
声
が
上
が
る
こ
と
も
。毎
回
行
わ
れ
る
小
テ

ス
ト
で
は
、学
生
た
ち
が
自
己
採
点
で
自
身
の
理

解
度
を
確
認
す
る
。「
自
分
が
ど
の
く
ら
い
理
解

し
、聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
」。だ
が
、「
聞
き
取
り
は

難
し
い
。で
き
な
く
て
も
が
っ
か
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」と
、や
さ
し
く
フ
ォ
ロ
ー
。

　成
長
を
実
感
す
る
こ
と
が

　
　外
国
語
学
習
の
醍
醐
味

　
受
講
を
終
え
た
学
生
か
ら
は
、「
丁
寧
な
授
業
な

の
で
理
解
し
や
す
く
、発
音
の
コ
ツ
も
わ
か
り
や

す
い（
理
学
部
理
学
科
１
年
、山
中
咲
さ
ん
）」「
授

業
が
進
む
に
つ
れ
、確
実
に
身
に
付
い
て
い
く
の

が
う
れ
し
い
。毎
回
ペ
ア
の
相
手
が
変
わ
る
の
も

新
鮮
。（
農
学
部
農
業
生
産
科
学
科
１
年
、田
島
日

菜
さ
ん
）」と
の
声
が
聞
か
れ
、学
習
を
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。外
国
語
の
学
習
に
は

地
味
な
練
習
を
根
気
よ
く
反
復
す
る
過
程
が
必

要
だ
が
、授
業
で
こ
れ
を
機
械
的
に
や
る
と
ど
う

し
て
も
単
調
に
な
り
や
す
い
。そ
の
た
め
、ゲ
ー
ム

を
取
り
入
れ
る
な
ど
授
業
を
楽
し
く
進
め
ら
れ
る

よ
う
工
夫
を
凝
ら
す
。し
か
し
、「
楽
し
い
」と「
楽

だ
」は
全
く
別
物
。「『
楽
で
な
い
』努
力
の
先
に『
楽

し
み
』が
あ
る
こ
と
も
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
、学
生
た
ち
の
成
長
を
願
う
。

　「
自
分
に
は
外
国
語
能
力
が
な
い
と
言
う
人
が

い
る
が
、そ
れ
は
錯
覚
に
過
ぎ
な
い
。学
習
速
度
に

は
個
人
差
が
あ
る
が
、潜
在
能
力
に
個
人
差
は
な

い
。外
国
語
は
や
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
。や
ら
な
け

れ
ば
誰
も
で
き
な
い
」と
い
う
の
が
語
学
教
員
と

し
て
の
信
念
だ
。「
韓
国
語
に
は『
하
면

된
다
ハ

ミ
ョ
ン
デ
ン
ダ（
や
れ
ば
で
き
る
）』と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。自
分
を
信
じ
て
頑
張
れ
ば
必
ず
で

き
る
は
ず
で
す
」。

　韓
国
語
の
運
用
に
必
要
な
知
識
と
技
能
の
基
本

を
学
習
し
、日
本
語
お
よ
び
日
本
文
化
と
対
比
し

な
が
ら
隣
国
韓
国
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た「
韓
国
語
入
門
I
」。外
国
語
の
学

習
に
お
い
て
は「
実
際
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

こ
そ
意
味
が
あ
る
」と
の
見
地
か
ら
、鄭
芝
淑
先
生

の
授
業
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
想
定

し
た
演
習
や
身
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
形
式
を
取
り

入
れ
、学
生
同
士
で
教
え
合
い
協
力
し
合
っ
て
学

習
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
る
。

　学
生
間
の
対
話
活
動
を
重
視

　
教
室
に
入
っ
て
き
た
生
徒
た
ち
が
ペ
ア
を
作
っ

て
着
席
し
終
え
る
と
、「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！
」

の
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
響
く
。そ
う
し
て
授
業
が

始
ま
る
と
、鄭
先
生
の「
シ
ー
ジ
ャ
ッ（
せ
ー
の
）」

の
掛
け
声
と
と
も
に
全
員
で
教
科
書
を
見
な
が
ら

発
音
練
習
。さ
ら
に
、隣
り
合
わ
せ
の
学
生
同
士
で

お
互
い
の
発
音
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　「
韓
国
語
入
門
I
」の
授
業
で
は
、韓
国
語
を
初

め
て
学
習
す
る
学
生
た
ち
が
、ハ
ン
グ
ル
の
創
字

「
韓
国
語
入
門
I
」／
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
外
国
語
教
育
部
門

鄭
芝
淑
准
教
授

原
理
と
そ
の
読
み
書
き
を
学
び
、基
本
的
な
挨
拶

や
簡
単
な
会
話
を
習
得
し
て
い
く
。最
終
的
に
は
、

韓
国
と
そ
の
文
化
に
対
し
て
関
心
を
深
め
、興
味

を
持
っ
た
こ
と
を
自
ら
調
べ
た
り
説
明
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
選
択
科
目
の
た
め
、受
講
生
た
ち
は
学
部
も
学

年
も
さ
ま
ざ
ま
。授
業
で
は
、「
外
国
語
学
習
の
目

標
は
知
識
の
習
得
で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
養
成
で
あ
る
」と
い
う
考
え
か
ら
、学
生

と
の
信
頼
関
係
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、学
生

間
の
対
話
活
動
を
重
視
。発
音
練
習
や
対
話
練
習

を
行
う
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
相
手
は
授
業
の
た
び
に
変

わ
る
た
め
、一
、二
カ
月
も
す
れ
ば
学
生
同
士
の
関

係
が
非
常
に
密
に
な
り
、ク
ラ
ス
の
一
体
感
が
生

ま
れ
て
く
る
と
い
う
。

　言
語
だ
け
で
な
く

　
　文
化
の
違
い
を
理
解
す
る

　
ハ
ン
グ
ル
は
、母
音
を
表
す
母
音
字
母
と
子
音

を
表
す
子
音
字
母
の
組
み
合
わ
せ
で
作
ら
れ
る

「
組
み
合
わ
せ
文
字
」。世
界
の
ほ
か
の
言
語
と
違

地
道
に
や
れ
ば
必
ず
で
き
る

学
び
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こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

病
気
の
原
因
が
分
か
れ
ば
、
治
療
法

開
発
の
基
礎
的
な
情
報
が一
気
に
増
え
て

い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フィ
ー

で
は
原
因
遺
伝
子
が
多
数
発
見
さ
れ
て
か

ら
新
し
い
薬
が
ど
ん
ど
ん
開
発
さ
れ
、
保

険
適
用
と
な
り
ま
し
た
。
C
M
T
も
同

様
に
、
原
因
が
見
つ
か
り
治
療
薬
が
開
発

さ
れ
て
い
け
ば
、
い
ず
れ
不
治
の
病
で
は

な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
新
し
い
薬
の
開
発
は
ま
だ
十

分
に
で
き
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
同

じ
C
M
T
の
患
者
さ
ん
で
あ
っ
て
も
、
原

因
と
な
る
遺
伝
子
が
１
０
０
個
以
上
あ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
遺
伝
子

に
よ
っ
て
治
療
法
が
違
う
た
め
、
他
大
学

や
製
薬
会
社
と
共
同
で
研
究
や
治
験
を

具
体
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
、
二
つ
の
遺
伝
子
の
発
見
が
業

績
と
し
て
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
ま

だ
遺
伝
子
の
異
常
が
確
認
で
き
て
い
な
い

患
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
さ
ら

な
る
原
因
遺
伝
子
を
見
つ
け
る
た
め
の
解

析
を
進
め
て
い
ま
す
。
三
つ
目
の
遺
伝
子

は
見
つ
かっ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
証

明
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
実
験
を
同
時

進
行
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
近
い
う
ち
に

発
表
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遺
伝
子
の
異
常
に
よ
っ
て
生
じ
る
難
病

は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フィ
ー
な
ど
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
私
た
ち
の
研
究

テ
ー
マ
は
、
そ
の
よ
う
な
遺
伝
子
変
異
に

よ
る
末
梢
神
経
疾
患
で
あ
る
シ
ャ
ルコ
ー
・

マ
リ
ー
・
ト
ゥ
ー
ス
病
（
以
下
C
M
T
）

や
脊
髄
小
脳
変
性
症
な
ど
の
患
者
さ
ん

の
遺
伝
子
を
解
析
し
、
病
気
の
原
因
を

追
究
す
る
こ
と
で
す
。
本
学
脳
神
経
内

科
で
は
、
２
０
０
７
年
以
降
、
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
の
医
療
機
関

か
ら
遺
伝
性
末
梢
神
経
障
害
や
脊
髄
小

脳
変
性
症
の
患
者
さ
ん
の
血
液
を
送
っ
て

い
た
だ
き
、
年
間
２
５
０
例
を
超
え
る
遺

伝
子
解
析
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

C
M
T
は
、
末
梢
神
経
の
異
常
に
よ
っ

て
手
先
や
足
先
の
感
覚
が
鈍
く
な
り
、

進
行
す
れ
ば
痩
せ
細
っ
て
歩
行
も
困
難
に

な
っ
て
い
く
遺
伝
性
の
進
行
性
神
経
疾
患

で
す
。
日
本
で
は
２
万
人
ぐ
ら
い
の
患
者

さ
ん
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

C
M
T
を
引
き
起
こ
す
遺
伝
子
は
、
こ

れ
ま
で
に
１
０
０
個
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ

て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
診
断
を
す
る
と
き

に
は
、
こ
れ
ら
の
遺
伝
子
を
調
べ
て
原
因

を
特
定
し
ま
す
。
し
か
し
、
１
０
０
個
の

遺
伝
子
を
調
べ
て
も
異
常
が
見
つ
か
ら
な

い
患
者
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃい
ま

す
。
つ
ま
り
、
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
未
知
の
原
因
遺
伝
子
が
存
在
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
て
、「
そ
の
遺
伝
子
を
見
つ

け
出
そ
う
」
と
い
う
の
が
、
私
た
ち
の
研

究
の
入
り
口
と
な
り
ま
し
た
。

C
M
T
の
新
た
な
原
因
遺
伝
子
を
探

索
す
る
た
め
の
遺
伝
子
解
析
は
膨
大
な

も
の
で
し
た
が
、、
次
世
代
ゲ
ノ
ム
シ
ー
ク

エ
ン
サ
ー
（
※
）
を
用
い
、
東
京
大
学
と

共
同
で
ヒ
ト
遺
伝
子
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
網

羅
的
に
解
析
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
候

補
と
な
る
原
因
遺
伝
子
を
効
率
的
に
見

つ
け
出
す
手
法
を
考
案
で
き
、
２
０
１
６

年
に
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
発
症
に
関
係

す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
「
M
M
E
遺
伝

子
」
の
異
常
を
発
表
。
常
染
色
体
潜
性

遺
伝
型
C
M
T
の
最
も
頻
度
の
高
い
原

因
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。
２
０

１
８
年
に
は
、
C
M
T
と
脊
髄
小
脳
変

性
症
を
同
時
に
引
き
起
こ
す
「
C
O
A

７
遺
伝
子
」
の
異
常
を
報
告
す
る
こ
と

が
で
き
、そ
れ
ぞ
れ
アメ
リ
カ
医
学
誌
「
ア

ナ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
ニュ
ー
ロ
ジ
ー
」
と
神
経

学
の
分
野
で
権
威
あ
る
イ
ギ
リ
ス
雑
誌

「
ブ
レ
イ
ン
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
新
た
な
原
因
遺
伝
子
の
発
見
に
よ
り

C
M
T
の
病
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
の一
部
が
明
ら

か
に
な
り
、
２
０
２
２
年
に
は
、
日
本
神

経
学
会
賞
学
術
研
究
部
門
を
受
賞
す
る

全国の医療機関からシャルコー・マリー・トゥース病の疑いのある患
者さんの遺伝子検査の依頼を引き受け、診断と研究に取り組む。

遺伝子の異常がみつからない患者さんの遺伝子解析を追求し、未知
の原因遺伝子を検索する。

原因遺伝子を特定し、他大学や製薬会社と連携して治療薬の開発に
つなげていく。

〜
シ
ャ
ル
コ
ー・マ
リ
ー・
ト
ゥ
ー
ス
病
の
病
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
・
治
療
開
発
に
向
け
て
の
新
た
な一歩
〜

末
梢
神
経
障
害
に
よ
る
遺
伝
性
神
経
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病
の
原
因
を
特
定
す
る
た
め
の
遺
伝
子
解
析
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研究のポイント

鹿児島大学病院 脳・神経センター脳神経内科
樋口雄二郎 助教

二
つ
の
原
因
遺
伝
子
を
発
見

日
本
神
経
学
会
賞
を
受
賞

遺
伝
性
神
経
難
病
の

原
因
を
追
究
す
る

2003年3月鹿児島大学医学部卒、2003年5月鹿
児島大学脳神経内科（第三内科）入局。2016年8月
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科博士課程修了

（医学） 、2020年4月～ 鹿児島大学医歯学域医学部・歯学
部附属病院 医学部・歯学部附属病院診療センター 脳・神経センター
助教
■所属学会等：日本内科学会総合内科専門医、日本神経学会専門医・
指導医、日本末梢神経学会、日本人類遺伝学会
■研究分野：○シャルコー・マリー・トゥース病（Charcot-Marie-Tooth 
disease: CMT） ○遺伝性ニューロパチー ○脊髄小脳変性症 ○ミト
コンドリア病

遺伝子の複雑な構造異常を検出できる次
世代シークエンサーの導入により、大量の
塩基配列を短時間で解析することができる

神経難病の新たな原因遺伝子を２種類発
見した研究グループの功績が評価され、
日本神経学会賞学術研究部門を受賞

樋口　雄二郎 （ひぐち・ゆうじろう） 助教
Pr��e

Me�a�

樋口雄二郎先生は、緻密で論理性の高い研究で
大きな発見をしてきましたが、医局での彼はお茶目で

ユーモアがあり、学生や若い医師たちを楽しませてくれ
るような存在です。現在、病棟医長として、安全かつ質の

高い医療の提供にも尽力してくれています。あまり褒めてもよくないと思
いますが、何をやらせてもセンスよくこなしてくれる頼りになる存在です。
これからも神経難病の研究に邁進し、難病患者さんの治療を目指して
頑張ってくれると思います。

医歯学総合研究科脳神経内科・老年病学
髙嶋　博（たかしま・ひろし） 教授

共同研究者メッセージ

鹿大
の
研
究

※

遺
伝
子
の
塩
基
配
列
を
高
速
か
つ
大
量
に
解
読
す

る
装
置

新
薬
の
開
発
を

具
体
的
に
進
め
て
い
く
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こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

病
気
の
原
因
が
分
か
れ
ば
、
治
療
法

開
発
の
基
礎
的
な
情
報
が一
気
に
増
え
て

い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フィ
ー

で
は
原
因
遺
伝
子
が
多
数
発
見
さ
れ
て
か

ら
新
し
い
薬
が
ど
ん
ど
ん
開
発
さ
れ
、
保

険
適
用
と
な
り
ま
し
た
。
C
M
T
も
同

様
に
、
原
因
が
見
つ
か
り
治
療
薬
が
開
発

さ
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て
い
け
ば
、
い
ず
れ
不
治
の
病
で
は

な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
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ま
だ
十
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て
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と
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言
え
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じ
C
M
T
の
患
者
さ
ん
で
あ
っ
て
も
、
原

因
と
な
る
遺
伝
子
が
１
０
０
個
以
上
あ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
遺
伝
子

に
よ
っ
て
治
療
法
が
違
う
た
め
、
他
大
学

や
製
薬
会
社
と
共
同
で
研
究
や
治
験
を

具
体
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
、
二
つ
の
遺
伝
子
の
発
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が
業
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認
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ら
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た
わ
け
で
す
が
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ま
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遺
伝
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の
異
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が
確
認
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も
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で
、
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遺
伝
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た
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の
解
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進
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ま
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と
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・
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・
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（
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下
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M
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）

や
脊
髄
小
脳
変
性
症
な
ど
の
患
者
さ
ん

の
遺
伝
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を
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し
、
病
気
の
原
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を

追
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す
る
こ
と
で
す
。
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学
脳
神
経
内

科
で
は
、
２
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０
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年
以
降
、
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
の
医
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関
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伝
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害
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小

脳
変
性
症
の
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者
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ん
の
血
液
を
送
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た
だ
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、
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間
２
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超
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る
遺

伝
子
解
析
を
実
施
し
て
き
ま
し
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に
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。
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ぐ
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患
者
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が
い
る
と
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ま
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C
M
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を
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起
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遺
伝
子
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こ
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に
１
０
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ら
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に
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っ

て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
診
断
を
す
る
と
き

に
は
、
こ
れ
ら
の
遺
伝
子
を
調
べ
て
原
因

を
特
定
し
ま
す
。
し
か
し
、
１
０
０
個
の

遺
伝
子
を
調
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て
も
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常
が
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つ
か
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な

い
患
者
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も
た
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ん
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ら
っ
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ま
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。
つ
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り
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ま
だ
明
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に
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て
い
な

い
未
知
の
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因
遺
伝
子
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存
在
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る
と
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れ
て
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て
、「
そ
の
遺
伝
子
を
見
つ

け
出
そ
う
」
と
い
う
の
が
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私
た
ち
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研

究
の
入
り
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と
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り
ま
し
た
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C
M
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原
因
遺
伝
子
を
探

索
す
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の
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子
解
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も
の
で
し
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が
、、
次
世
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ゲ
ノ
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ク

エ
ン
サ
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（
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を
用
い
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東
京
大
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と

共
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ヒ
ト
遺
伝
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１
６
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８
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大きな発見をしてきましたが、医局での彼はお茶目で

ユーモアがあり、学生や若い医師たちを楽しませてくれ
るような存在です。現在、病棟医長として、安全かつ質の

高い医療の提供にも尽力してくれています。あまり褒めてもよくないと思
いますが、何をやらせてもセンスよくこなしてくれる頼りになる存在です。
これからも神経難病の研究に邁進し、難病患者さんの治療を目指して
頑張ってくれると思います。

医歯学総合研究科脳神経内科・老年病学
髙嶋　博（たかしま・ひろし） 教授

共同研究者メッセージ

鹿大
の
研
究

※

遺
伝
子
の
塩
基
配
列
を
高
速
か
つ
大
量
に
解
読
す

る
装
置

新
薬
の
開
発
を

具
体
的
に
進
め
て
い
く
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の
食
文
化
を
守
っ
て
い
け
る
仕
組
み
を
作

り
た
い
と
始
め
た
の
が
先
述
の
活
動
で

す
。
ま
ず
は
僕
が
栽
培
し
て
生
理
生
態

を
確
認
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
地
元
の
小

学
校
に
里
帰
り
さ
せ
て
教
材
化
さ
せ
、

学
校
に
シ
ー
ド
バ
ン
ク
（
種
子
銀
行
）
の

役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
で
す
。

例
え
ば
、
鹿
児
島
市
の
玉
江
小
学
校
で

は
、
５
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
「
伊
敷

長
ナ
ス
」を
栽
培
し
、収
穫
後
に
苗
を
作
っ

て
次
の
５
年
生
に
渡
す
と
い
う
流
れ
で
受

け
継
い
で
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
収
穫

し
た
野
菜
は
、
料
理
人
の
方
と
料
理
を

考
案
し
て
実
際
に
調
理
し
た
り
、
直
売

所
で
販
売
し
た
り
、
ま
た
、
調
味
料
に

加
工
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
活
動
の

内
容
は
毎
年
変
化
す
る
の
で
す
が
、
ど
こ

の
小
学
校
で
も
感
じ
る
の
が
、
伝
統
野
菜

を
育
て
る
こ
と
で
地
元
へ
の
愛
着
が
深

ま
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

京
野
菜
や
加
賀
野
菜
、
鎌
倉
野
菜
な

ど
は
、
伝
統
野
菜
で
あ
り
な
が
ら
採
算

に
合
う
形
で
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
こ

こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
価
値
が

地
元
の
人
や
観
光
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
鹿
児
島
で
そ
こ
ま
で
の

価
値
を
作
り
出
す
の
は
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
鹿
児
島
の
伝
統
野
菜
も
地

域
を
元
気
に
す
る
文
化
の一つ
と
し
て
育
っ

て
いっ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
野
菜
は
日
本
各
地
で
古
く
か
ら

栽
培
さ
れ
、
そ
の
土
地
の
気
候
風
土
に

適
応
し
て
定
着
し
て
き
た
野
菜
で
す
が
、

現
代
で
は
「
収
穫
ま
で
に
時
間
が
か
か
り

非
効
率
」「
形
が
不
揃
い
」
な
ど
の
理
由

で
生
産
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
数
少
な

い
栽
培
者
も
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
の
方
な
の

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
近
い
将
来
ほ
と
ん
ど

の
伝
統
野
菜
が
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
鹿
児
島
の

伝
統
野
菜
を
収
集
・
保
存
す
る
た
め
に

離
島
を
含
め
た
県
内
各
地
を
走
り
回
り
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
育
て
る
と
い
う
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
野
菜
は
地
域

の
生
き
た
文
化
財
だ
と
思
う
ん
で
す
。
知

り
合
い
の
農
家
さ
ん
が
、西
郷
さ
ん
も
作
っ

て
い
た
と
い
う
伝
統
野
菜
「
国
分
大
根
」

を
育
て
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
地
元

の
食
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た

め
の
取
り
組
み
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
収
益

を
あ
げ
る
た
め
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

鹿
児
島
の
離
島
に
は
「
古
志
大
根
」

や
「
か
わ
ひ
こ
（
里
芋
）」
な
ど
多
く
の

伝
統
野
菜
が
残
る
集
落
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
いっ
た
場
所
に
は
だ
い
た
い
八
月
踊

り
の
よ
う
な
伝
統
行
事
が
今
も
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
行
事
の
際
に
お
供
え
す

る
料
理
の
素
材
と
し
て
伝
統
野
菜
の
栽
培

が
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ

れ
ら
の
集
落
に
、
源
平
時
代
に
使
わ
れ
て

い
た
古
い
京
言
葉
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
興

味
深
い
話
も
あ
っ
て
、
伝
統
野
菜
の
収
集

の
た
め
に
奄
美
群
島
の
集
落
を
回
っ
て
い

る
と
、
よ
く
お
会
い
す
る
言
語
学
者
の
先

生
が
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
方
は
昔
の
京

言
葉
が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
て
いっ
た
か

を
調
査
す
る
た
め
に
来
て
い
る
ん
で
す
。

つ
ま
り
、
平
家
の
落
人
た
ち
に
よ
っ
て
京

言
葉
と
と
も
に
京
野
菜
も
持
ち
込
ま
れ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
宮
崎
や
熊
本
の
落
人
伝
説
の
村
に

あ
る
野
菜
と
同
じ
も
の
が
奄
美
群
島
に
も

あ
り
ま
す
し
、
東
京
奥
多
摩
の
落
人
集

落
に
も
、
奄
美
の
キ
ュ
ウ
リ
と
よ
く
似
た

キュ
ウ
リ
が
伝
統
野
菜
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。
鹿
児
島
に
は
、
江
戸
時
代
に
薩
摩

藩
が
参
勤
交
代
の
道
中
に
大
阪
や
京
都
、

名
古
屋
で
手
に
入
れ
た
で
あ
ろ
う
野
菜
、

ま
た
、
当
時
の
海
外
貿
易
を
通
じ
て
琉

球
や
東
南
ア
ジ
ア
と
いっ
た
南
方
の
国
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
野
菜
な
ど
も
残
っ
て
い

て
、
野
菜
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て
い
る
と
と
て

も
面
白
い
。
歴
史
の
ロマン
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
集
め
た
タ
ネ
は
約
１
３
０

種
類
。
こ
れ
を
僕
一
人
で
継
承
し
て
い
く

こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
地
域
主
導
で
こ

県内各地の集落を巡り、伝統野菜を収集保存。現地の方々に栽培方
法や調理方法、野菜にまつわる物語などを聞き取り調査する。

大学の附属農場で栽培しながら生理生態を調べたのち、集落の小学
校へ里帰りさせて教材化させる。

各集落に残る伝統野菜を受け継いでいくための活動を地域主導で続
けていける方法を模索する。

〜
地
域
の
食
文
化
を
守
る
活
動
を
教
材
化
し
、学
校
を
シ
ー
ド
バ
ン
ク
に
〜

消
滅
の
危
機
に
あ
る
伝
統
野
菜
を
残
す
た
め
、地
域
主
導
の
保
存
活
動
を
模
索
す
る

01

02

03

研究のポイント

新
た
な
価
値
を
見
出
し

地
域
を
元
気
に

先
祖
の
命
を
つ
な
い
だ

伝
統
野
菜
を
残
し
た
い

伝
統
野
菜
に
付
随
す
る

歴
史
の
ロ
マ
ン
を
知
る

立命館大学法学部４年の時、スーツを着て就職活
動に励む友人の姿に疑問を抱き、ゼミの教授に勧
められてスーツを着る必要のなさそうな技術職であ

る国家公務員２種「農学」を受験。大阪のサラリーマン家
庭で育ち、農業経験は皆無だったが、合格し、面接が最も早かった
鹿児島大学附属農場で技術専門職員として勤務。唐湊果樹園で農
業の基礎を叩き込まれる。指宿植物試験場で温泉熱を利用した熱
帯植物の調査栽培に従事した際、東南アジアへ赴き、さまざまな熱
帯植物を採集する中で収集の楽しさを知る。その後、学内に戻り、
野菜担当となる。

集落の神社の掃除や草刈りをしてようやく
分けてもらったり、通りすがりに偶然見つ
けたりして集めた伝統野菜のタネの数々

瀬戸内町立篠川小中学校の児童生徒が収
穫した古志大根。これらの大根は瀬戸内
町内の学校でそぼろ煮として学校給食に提
供された。

中野　 八伯（なかの・はつのり） さん
Pr��e

Me�a�

私の専門は植物遺伝資源学で、在来作物とその利
用の文化を次世代に伝えるための研究を行っていま

す。山形大学の蔬菜園芸学元教授、青葉高氏は1950年
代から実施した在来品種調査を通じ「野菜の在来品種は生

きた文化財」という名言を残しました。中野さんと同様、私もこの言葉に
触発されて約20年間山形県の在来作物の調査・保全活動を行ってきま
した。現在、農水省の受託研究「PGRAsia」で日本各地の在来品種
データベースを作る仕事をしていますが、鹿児島の調査では中野さんに
大変お世話になっています。

山形大学農学部
江頭　宏昌（えがしら・ひろあき） 教授

共同研究者メッセージ

鹿大
の
研
究

教育学部実習地 技術専門職員
中野八伯 さん
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の
食
文
化
を
守
っ
て
い
け
る
仕
組
み
を
作

り
た
い
と
始
め
た
の
が
先
述
の
活
動
で

す
。
ま
ず
は
僕
が
栽
培
し
て
生
理
生
態

を
確
認
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
地
元
の
小

学
校
に
里
帰
り
さ
せ
て
教
材
化
さ
せ
、

学
校
に
シ
ー
ド
バ
ン
ク
（
種
子
銀
行
）
の

役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
で
す
。

例
え
ば
、
鹿
児
島
市
の
玉
江
小
学
校
で

は
、
５
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
「
伊
敷

長
ナ
ス
」を
栽
培
し
、収
穫
後
に
苗
を
作
っ

て
次
の
５
年
生
に
渡
す
と
い
う
流
れ
で
受

け
継
い
で
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
収
穫

し
た
野
菜
は
、
料
理
人
の
方
と
料
理
を

考
案
し
て
実
際
に
調
理
し
た
り
、
直
売

所
で
販
売
し
た
り
、
ま
た
、
調
味
料
に

加
工
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
活
動
の

内
容
は
毎
年
変
化
す
る
の
で
す
が
、
ど
こ

の
小
学
校
で
も
感
じ
る
の
が
、
伝
統
野
菜

を
育
て
る
こ
と
で
地
元
へ
の
愛
着
が
深

ま
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

京
野
菜
や
加
賀
野
菜
、
鎌
倉
野
菜
な

ど
は
、
伝
統
野
菜
で
あ
り
な
が
ら
採
算

に
合
う
形
で
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
こ

こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
価
値
が

地
元
の
人
や
観
光
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
鹿
児
島
で
そ
こ
ま
で
の

価
値
を
作
り
出
す
の
は
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
鹿
児
島
の
伝
統
野
菜
も
地

域
を
元
気
に
す
る
文
化
の一つ
と
し
て
育
っ

て
いっ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
野
菜
は
日
本
各
地
で
古
く
か
ら

栽
培
さ
れ
、
そ
の
土
地
の
気
候
風
土
に

適
応
し
て
定
着
し
て
き
た
野
菜
で
す
が
、

現
代
で
は
「
収
穫
ま
で
に
時
間
が
か
か
り

非
効
率
」「
形
が
不
揃
い
」
な
ど
の
理
由

で
生
産
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
数
少
な

い
栽
培
者
も
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
の
方
な
の

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
近
い
将
来
ほ
と
ん
ど

の
伝
統
野
菜
が
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
鹿
児
島
の

伝
統
野
菜
を
収
集
・
保
存
す
る
た
め
に

離
島
を
含
め
た
県
内
各
地
を
走
り
回
り
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
育
て
る
と
い
う
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
野
菜
は
地
域

の
生
き
た
文
化
財
だ
と
思
う
ん
で
す
。
知

り
合
い
の
農
家
さ
ん
が
、西
郷
さ
ん
も
作
っ

て
い
た
と
い
う
伝
統
野
菜
「
国
分
大
根
」

を
育
て
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
地
元

の
食
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た

め
の
取
り
組
み
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
収
益

を
あ
げ
る
た
め
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

鹿
児
島
の
離
島
に
は
「
古
志
大
根
」

や
「
か
わ
ひ
こ
（
里
芋
）」
な
ど
多
く
の

伝
統
野
菜
が
残
る
集
落
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
いっ
た
場
所
に
は
だ
い
た
い
八
月
踊

り
の
よ
う
な
伝
統
行
事
が
今
も
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
行
事
の
際
に
お
供
え
す

る
料
理
の
素
材
と
し
て
伝
統
野
菜
の
栽
培

が
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ

れ
ら
の
集
落
に
、
源
平
時
代
に
使
わ
れ
て

い
た
古
い
京
言
葉
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
興

味
深
い
話
も
あ
っ
て
、
伝
統
野
菜
の
収
集

の
た
め
に
奄
美
群
島
の
集
落
を
回
っ
て
い

る
と
、
よ
く
お
会
い
す
る
言
語
学
者
の
先

生
が
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
方
は
昔
の
京

言
葉
が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
て
いっ
た
か

を
調
査
す
る
た
め
に
来
て
い
る
ん
で
す
。

つ
ま
り
、
平
家
の
落
人
た
ち
に
よ
っ
て
京

言
葉
と
と
も
に
京
野
菜
も
持
ち
込
ま
れ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
宮
崎
や
熊
本
の
落
人
伝
説
の
村
に

あ
る
野
菜
と
同
じ
も
の
が
奄
美
群
島
に
も

あ
り
ま
す
し
、
東
京
奥
多
摩
の
落
人
集

落
に
も
、
奄
美
の
キ
ュ
ウ
リ
と
よ
く
似
た

キュ
ウ
リ
が
伝
統
野
菜
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。
鹿
児
島
に
は
、
江
戸
時
代
に
薩
摩

藩
が
参
勤
交
代
の
道
中
に
大
阪
や
京
都
、

名
古
屋
で
手
に
入
れ
た
で
あ
ろ
う
野
菜
、

ま
た
、
当
時
の
海
外
貿
易
を
通
じ
て
琉

球
や
東
南
ア
ジ
ア
と
いっ
た
南
方
の
国
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
野
菜
な
ど
も
残
っ
て
い

て
、
野
菜
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て
い
る
と
と
て

も
面
白
い
。
歴
史
の
ロマン
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
集
め
た
タ
ネ
は
約
１
３
０

種
類
。
こ
れ
を
僕
一
人
で
継
承
し
て
い
く

こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
地
域
主
導
で
こ

県内各地の集落を巡り、伝統野菜を収集保存。現地の方々に栽培方
法や調理方法、野菜にまつわる物語などを聞き取り調査する。

大学の附属農場で栽培しながら生理生態を調べたのち、集落の小学
校へ里帰りさせて教材化させる。

各集落に残る伝統野菜を受け継いでいくための活動を地域主導で続
けていける方法を模索する。

〜
地
域
の
食
文
化
を
守
る
活
動
を
教
材
化
し
、学
校
を
シ
ー
ド
バ
ン
ク
に
〜

消
滅
の
危
機
に
あ
る
伝
統
野
菜
を
残
す
た
め
、地
域
主
導
の
保
存
活
動
を
模
索
す
る

01

02

03

研究のポイント

新
た
な
価
値
を
見
出
し

地
域
を
元
気
に

先
祖
の
命
を
つ
な
い
だ

伝
統
野
菜
を
残
し
た
い

伝
統
野
菜
に
付
随
す
る

歴
史
の
ロ
マ
ン
を
知
る

立命館大学法学部４年の時、スーツを着て就職活
動に励む友人の姿に疑問を抱き、ゼミの教授に勧
められてスーツを着る必要のなさそうな技術職であ

る国家公務員２種「農学」を受験。大阪のサラリーマン家
庭で育ち、農業経験は皆無だったが、合格し、面接が最も早かった
鹿児島大学附属農場で技術専門職員として勤務。唐湊果樹園で農
業の基礎を叩き込まれる。指宿植物試験場で温泉熱を利用した熱
帯植物の調査栽培に従事した際、東南アジアへ赴き、さまざまな熱
帯植物を採集する中で収集の楽しさを知る。その後、学内に戻り、
野菜担当となる。

集落の神社の掃除や草刈りをしてようやく
分けてもらったり、通りすがりに偶然見つ
けたりして集めた伝統野菜のタネの数々

瀬戸内町立篠川小中学校の児童生徒が収
穫した古志大根。これらの大根は瀬戸内
町内の学校でそぼろ煮として学校給食に提
供された。

中野　 八伯（なかの・はつのり） さん
Pr��e

Me�a�

私の専門は植物遺伝資源学で、在来作物とその利
用の文化を次世代に伝えるための研究を行っていま

す。山形大学の蔬菜園芸学元教授、青葉高氏は1950年
代から実施した在来品種調査を通じ「野菜の在来品種は生

きた文化財」という名言を残しました。中野さんと同様、私もこの言葉に
触発されて約20年間山形県の在来作物の調査・保全活動を行ってきま
した。現在、農水省の受託研究「PGRAsia」で日本各地の在来品種
データベースを作る仕事をしていますが、鹿児島の調査では中野さんに
大変お世話になっています。

山形大学農学部
江頭　宏昌（えがしら・ひろあき） 教授

共同研究者メッセージ
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の
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究

教育学部実習地 技術専門職員
中野八伯 さん
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1選手たちに激励の言葉をかける佐野学長　2九州地区選考会での様子を動画で紹介する顧問の塗木准教授　3本学は出場校中唯一、8 選手全員が一桁
順位となる安定した走りで伊勢路への切符を手にした

　6月9日、本学陸上競技部（顧問：塗木淳夫准教授）は、
学長へ秩父宮賜杯第55回全日本大学駅伝対校選手権大
会への出場決定を報告しました。これは、5月28日に福
岡県で行われた九州地区選考会において本学が1位とな
り、39大会ぶり9回目の本大会出場を決めたことから行
われたものです。
　学生らは、賞状やトロフィーとともに優勝を報告し、
選考会での勝因や日頃の練習状況、選手権に向けた意
気込みなどを語り、動画による当日の様子も披露しま
した。佐野学長からは、「チームワークも素晴らしく、

ぜひ本大会でも活躍してほしい」と、祝福と激励があ
りました。
　学長への報告を終えた同部藤本悠太郎さん（医学部3
年）は、「学長とお話しするのは初めてで緊張したが、
色々と声をかけていただき嬉しかった。全国でも頑張っ
ていきたい」と話しました。
　選手権は11月5日に熱田神宮西門前（愛知県）をスター
トし、伊勢神宮（三重県）までの8区間106.8kmをたすき
でつなぎます。
　陸上競技部への応援をよろしくお願いします。
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テ
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築
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情
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触
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福 島  大 輔

鹿児島県出身。2001年3月 鹿児島大学大学院理工学
研究科修了。京都大学・桜島火山観測所の研究員を経
て、2005年にNPO法人桜島ミュージアムを設立。現在
はエコツアーのコーディネート、学校教育のサポート、ま
ちづくりなどを実践中。

ふく　　しま 　　だい　　すけ

PROFILE

桜

NPO法人 桜島ミュージアム　理事長

1

　桜島の噴火の歴史や植物・生き物の様子などを映像やジオ
ラマで紹介する桜島ビジターセンター。近くには足湯や溶岩な
ぎさ遊歩道があり、桜島のパワーを感じることができる。　　
　上空から見た桜島全景。東側・西側で地形の特徴や産業、暮
らしが異なる。
2

1

２

OB OG
INTERVIEW

「観察力・考察力・行動力」
3 つの力を養ってほしい

卒業生メッセージ
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令和4年度卒業式・修了式を挙行
　3月23日、川商ホールにおいて、令和4年度卒業式・修了式を挙行しました。
　今年度の卒業・修了生は、学部卒業生1,859名、大学院修了生556名の計2,415名です。
　今年度は4年ぶりに卒業生・修了生のみに限り一堂に会し開催。ご来場いただけない卒業生・修了生、ご家族の皆さまへ
向けては、式典の様子をYouTube鹿児島大学公式チャンネルにてライブ配信を行いました。
　式では、佐野輝学長が、各学部からの代表者9名、各修士課程・各博士課程からの代表者10名、計19名に学位記を授与
しました。続いて、鹿児島大学稲盛賞、鹿児島大学工業倶楽部賞および鹿児島大学商工会議所会頭賞を各受賞代表者に授
与しました。
　佐野学長は告辞の中で、本学を卒業する2,415名への祝意と、学生をこれまで支え励ましてくださったご家族の皆様への
謝意を述べるとともに、「若き薩摩の群像」の一人で初代文部大臣森有礼の功績を紹介し、本学での学びを誇りとし自信と
勇気をもって国内外の課題に挑戦してほしいと激励しました。
　最後に、服部隼さん（歯学部5年）による在学生総代送辞、池袋陽香さん（法文学部4年）による卒業生総代答辞が行わ
れ、式は厳かに終了しました。

Report

「THEインパクトランキング2023」総合ランキングで国内17位、
SDG17〈パートナーシップで目標を達成しよう〉で国内３位を獲得

6月1日、イギリスの高等教育専門誌「Times Higher Education（THE：ティー・エイチ・イー）」が「THEインパクトランキング
2023」を発表しました。鹿児島大学は今回初めてエントリーし、総合ランキングで301-400位（国内17位）にランクインしました。
　また、SDG別ランキングでは本学はSDG2、SDG3、SDG9、SDG14、SDG15、SDG17の6つの目標にエントリーし、
SDG17〈パートナーシップで目標を達成しよう〉」で世界85位（国内３位）という高い評価を得ました。
　THEインパクトランキングとはイギリスの高等教育専門誌「Times Higher Education（THE：ティー・エイチ・
イー）」が大学の社会貢献の取組をSDGsの枠組みを通して可視化するランキングで2019年から行われています。
参加大学は毎年増加しており、５回目である今回は世界1591大学（前回1406大学）、国内78大学（前回76大学）
がランクインしました。

鹿児島県と寄附講座「感染症専門医養成講座」の設置に関する協定書を締結

　3月30日、鹿児島県庁において、鹿児島県からの寄附によ
り設置する「感染症専門医養成講座」に関する協定書を締
結しました。
　本講座は、平時から感染症の発生やまん延時における医
療体制を整備するために感染症専門医を養成し、健康危機
管理体制の充実を図ることを目的として、令和5年7月1日か
ら令和9年3月31日までの期間、大学院医歯学総合研究科
に設置されます。講座終了後は、大学病院に感染症科を設
置し、引き続き感染症専門医を養成していく予定です。
　協定締結式では、佐野輝鹿児島大学長と塩田康一鹿児島
県知事が協定書に署名した後、両者から挨拶があり、佐野学
長は「この講座において、4年間で、新たに6名の感染症専門
医を養成するとともに、これまで以上に、地域連携による県
内感染防御体制の強化に貢献していきたい」と抱負を述べ
ました。
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協定書に署名する佐野学長（左）と塩田知事（右）

News

　4月7日、川商ホールにおいて、令和5年度入学式を挙行
しました。
　今年度の入学生は、学部入学生1,942名、大学院入学生
606名の計2,548名です。
　今年度は4年ぶりに新入生が一堂に会し開催。ご来場い
ただけない新入生とご家族の皆さまへ向けては、式典の
様子をYouTube鹿児島大学公式チャンネルにてライブ配信を行いました。式では、佐野輝学長による入学許可の後、学部と
大学院それぞれを代表し、上野綾奈さん（教育学部）と愛下由香里さん（保健学研究科）の2名が入学生宣誓を行いました。
　佐野学長は告辞で、入学生に祝意を表するとともに、鹿児島医学校で教鞭をとった英国人医師ウィリアム・ウィリスの鹿
児島医学校での一番弟子となった薩摩藩士・高木兼寛に触れ、勉学のみならず、心も鍛えて相手に配慮ができる良き大人
になっていただきたいと激励。「将来、鹿児島大学で学んだことに自信と誇りを持てるよう、鹿大生として充実
した日々を送ることができるよう願っています。夢を持ち、実現に向けて努力を行い、鹿児島から世界に羽ばた
いてください」とエールを贈りました。

令和5年度入学式を挙行Report

News

日本経済新聞社と日経HRによる企業の人事担当者から見た大学イメージ調査の
「就職力ランキング」で鹿児島大学が九州・沖縄地区2位、
「大学の取り組みランキング」で全国1位を獲得

　日経HRと日経新聞社が2023年6月7日に公表した企業の人事担当者から見た大学イメージ調査「就職力ランキング」で、
鹿児島大学が九州・沖縄の総合ランキングで昨年の５位から２位（全国では１５位）に浮上しました。同じ調査の「採用を増や
したい大学ランキング」でも、全国で２位と高い評価を受けています。
　この調査は、2023年2月14日～3月22日に全上場企業と一部有力未上場企業5070社を対象に実施されたものです（有
効回答数は738社）。「就職力ランキング」は、企業の人事担当者に過去2年間に新卒として採用した各大学の学生のイメージ
を聞く「企業の人事担当者から見た大学イメージ調査」の結果をもとに作成しており、採用実績のある大学を人数の多い順
にあげてもらい、学生のイメージは主体性などを見る「行動力」、コミュニケーション力などを見る「対人力」、論理的思考力な
どを見る「知力・学力」、創造力などを見る「独創性」の4つの側面で評価しているとのことです。
　本学卒業・修了生は、4つの側面のうち「行動力」と「独創性」の得点が高く、企業の人事担当者から「人間力が高い印象を
受けている」と高評価でした。
　また、この調査では、企業の人事担当者に対し、大学の取り組みに対する評価も聞いており、本学は「大学の取り組みランキ
ング」の総合ランキングで全国1位を獲得しています。
　取り組み別のランキングでも、「授業改善に取り組む大学ランキング」4位、「すぐれた研究に取り組む大学ラ
ンキング」17位、「地域の活性化に貢献する大学ランキング」2位、「就職支援に熱心に取り組む大学ランキン
グ」2位、さらに「学習環境が整っている大学ランキング」1位と、多くの項目で上位を占めました。
※詳細は2023年6月7日発売の「日経キャリアマガジン特別編集 価値ある大学 就職力ランキング 2023-2024」に掲載
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令和4年度卒業式・修了式を挙行
　3月23日、川商ホールにおいて、令和4年度卒業式・修了式を挙行しました。
　今年度の卒業・修了生は、学部卒業生1,859名、大学院修了生556名の計2,415名です。
　今年度は4年ぶりに卒業生・修了生のみに限り一堂に会し開催。ご来場いただけない卒業生・修了生、ご家族の皆さまへ
向けては、式典の様子をYouTube鹿児島大学公式チャンネルにてライブ配信を行いました。
　式では、佐野輝学長が、各学部からの代表者9名、各修士課程・各博士課程からの代表者10名、計19名に学位記を授与
しました。続いて、鹿児島大学稲盛賞、鹿児島大学工業倶楽部賞および鹿児島大学商工会議所会頭賞を各受賞代表者に授
与しました。
　佐野学長は告辞の中で、本学を卒業する2,415名への祝意と、学生をこれまで支え励ましてくださったご家族の皆様への
謝意を述べるとともに、「若き薩摩の群像」の一人で初代文部大臣森有礼の功績を紹介し、本学での学びを誇りとし自信と
勇気をもって国内外の課題に挑戦してほしいと激励しました。
　最後に、服部隼さん（歯学部5年）による在学生総代送辞、池袋陽香さん（法文学部4年）による卒業生総代答辞が行わ
れ、式は厳かに終了しました。

Report

「THEインパクトランキング2023」総合ランキングで国内17位、
SDG17〈パートナーシップで目標を達成しよう〉で国内３位を獲得

6月1日、イギリスの高等教育専門誌「Times Higher Education（THE：ティー・エイチ・イー）」が「THEインパクトランキング
2023」を発表しました。鹿児島大学は今回初めてエントリーし、総合ランキングで301-400位（国内17位）にランクインしました。
　また、SDG別ランキングでは本学はSDG2、SDG3、SDG9、SDG14、SDG15、SDG17の6つの目標にエントリーし、
SDG17〈パートナーシップで目標を達成しよう〉」で世界85位（国内３位）という高い評価を得ました。
　THEインパクトランキングとはイギリスの高等教育専門誌「Times Higher Education（THE：ティー・エイチ・
イー）」が大学の社会貢献の取組をSDGsの枠組みを通して可視化するランキングで2019年から行われています。
参加大学は毎年増加しており、５回目である今回は世界1591大学（前回1406大学）、国内78大学（前回76大学）
がランクインしました。

鹿児島県と寄附講座「感染症専門医養成講座」の設置に関する協定書を締結

　3月30日、鹿児島県庁において、鹿児島県からの寄附によ
り設置する「感染症専門医養成講座」に関する協定書を締
結しました。
　本講座は、平時から感染症の発生やまん延時における医
療体制を整備するために感染症専門医を養成し、健康危機
管理体制の充実を図ることを目的として、令和5年7月1日か
ら令和9年3月31日までの期間、大学院医歯学総合研究科
に設置されます。講座終了後は、大学病院に感染症科を設
置し、引き続き感染症専門医を養成していく予定です。
　協定締結式では、佐野輝鹿児島大学長と塩田康一鹿児島
県知事が協定書に署名した後、両者から挨拶があり、佐野学
長は「この講座において、4年間で、新たに6名の感染症専門
医を養成するとともに、これまで以上に、地域連携による県
内感染防御体制の強化に貢献していきたい」と抱負を述べ
ました。
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協定書に署名する佐野学長（左）と塩田知事（右）
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　4月7日、川商ホールにおいて、令和5年度入学式を挙行
しました。
　今年度の入学生は、学部入学生1,942名、大学院入学生
606名の計2,548名です。
　今年度は4年ぶりに新入生が一堂に会し開催。ご来場い
ただけない新入生とご家族の皆さまへ向けては、式典の
様子をYouTube鹿児島大学公式チャンネルにてライブ配信を行いました。式では、佐野輝学長による入学許可の後、学部と
大学院それぞれを代表し、上野綾奈さん（教育学部）と愛下由香里さん（保健学研究科）の2名が入学生宣誓を行いました。
　佐野学長は告辞で、入学生に祝意を表するとともに、鹿児島医学校で教鞭をとった英国人医師ウィリアム・ウィリスの鹿
児島医学校での一番弟子となった薩摩藩士・高木兼寛に触れ、勉学のみならず、心も鍛えて相手に配慮ができる良き大人
になっていただきたいと激励。「将来、鹿児島大学で学んだことに自信と誇りを持てるよう、鹿大生として充実
した日々を送ることができるよう願っています。夢を持ち、実現に向けて努力を行い、鹿児島から世界に羽ばた
いてください」とエールを贈りました。

令和5年度入学式を挙行Report
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日本経済新聞社と日経HRによる企業の人事担当者から見た大学イメージ調査の
「就職力ランキング」で鹿児島大学が九州・沖縄地区2位、
「大学の取り組みランキング」で全国1位を獲得

　日経HRと日経新聞社が2023年6月7日に公表した企業の人事担当者から見た大学イメージ調査「就職力ランキング」で、
鹿児島大学が九州・沖縄の総合ランキングで昨年の５位から２位（全国では１５位）に浮上しました。同じ調査の「採用を増や
したい大学ランキング」でも、全国で２位と高い評価を受けています。
　この調査は、2023年2月14日～3月22日に全上場企業と一部有力未上場企業5070社を対象に実施されたものです（有
効回答数は738社）。「就職力ランキング」は、企業の人事担当者に過去2年間に新卒として採用した各大学の学生のイメージ
を聞く「企業の人事担当者から見た大学イメージ調査」の結果をもとに作成しており、採用実績のある大学を人数の多い順
にあげてもらい、学生のイメージは主体性などを見る「行動力」、コミュニケーション力などを見る「対人力」、論理的思考力な
どを見る「知力・学力」、創造力などを見る「独創性」の4つの側面で評価しているとのことです。
　本学卒業・修了生は、4つの側面のうち「行動力」と「独創性」の得点が高く、企業の人事担当者から「人間力が高い印象を
受けている」と高評価でした。
　また、この調査では、企業の人事担当者に対し、大学の取り組みに対する評価も聞いており、本学は「大学の取り組みランキ
ング」の総合ランキングで全国1位を獲得しています。
　取り組み別のランキングでも、「授業改善に取り組む大学ランキング」4位、「すぐれた研究に取り組む大学ラ
ンキング」17位、「地域の活性化に貢献する大学ランキング」2位、「就職支援に熱心に取り組む大学ランキン
グ」2位、さらに「学習環境が整っている大学ランキング」1位と、多くの項目で上位を占めました。
※詳細は2023年6月7日発売の「日経キャリアマガジン特別編集 価値ある大学 就職力ランキング 2023-2024」に掲載
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お知らせ 鹿児島大学リサイクル募金

読者アンケートのご協力のお願いお願い

本誌に関する皆様からの率直なご意見・
ご感想についてお待ちしております。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願いお願い

　鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育の推進や地
域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組むため、鹿大「進取の精
神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしております。つきましては、本基金の趣
旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
　なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税法上の優遇措置の対象とな
ります。

アンケートは右のQRコードから！

【お問い合わせ先】鹿児島大学総務課基金・渉外係
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-3854
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/
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鹿児島大学医学部医学科 6年

土元 香菜子 さん

1「ホワイトリボンラン」というチャリティイベントでは
副代表を経験。エントリー費の収益は、アフガニスタン
とザンビアの女性・医療従事者への支援のため全額寄
付しました　2留学先のアメリカ・ミシガン小児病院。
ここで２ヶ月半、難治性てんかんの研究を行いました
3HTLT-1学会発表時の写真。鹿児島大学神経免疫学
分野の久保田教授のご指導がなければ、今の自分はあ
りません　4日本神経感染症学会では基礎・臨床研究
部門会長賞を受賞しました
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６年間の大学生活で見つけた自分の使命
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族
に
と
っ
て
希
望
の
あ
る
未
来

を
届
け
る
た
め
、
医
師
と
し
て
働
き
な

が
ら
研
究
も
続
け
て
い
き
た
い
と
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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株式会社 大進

withKU

当社は総合建設コンサルタントとし
て、地域の方々が安心・安全に暮ら
せる持続可能で強靭なまちづくり
を目指しています。また社会に必要
とされる企業であるために、高い技
術サービス（調査・測量・設計等）を
追求している会社です。

株式会社大進は、将来性がある会
社だと思います。地域社会や自分の
生まれた故郷を大事に思う方に入
社頂けたらと思います。入社頂けれ
ば私たちが一流のプロに育てます！
一流のプロを一緒に目指してみま
せんか！

貴社の業務やSDGsへの取り組み
などについて教えてください

本学の学生に向けて
応援メッセージをお願いします！

［パートナー企業紹介］
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お知らせ 鹿児島大学リサイクル募金

読者アンケートのご協力のお願いお願い

本誌に関する皆様からの率直なご意見・
ご感想についてお待ちしております。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願いお願い

　鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育の推進や地
域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組むため、鹿大「進取の精
神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしております。つきましては、本基金の趣
旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
　なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税法上の優遇措置の対象とな
ります。

アンケートは右のQRコードから！

【お問い合わせ先】鹿児島大学総務課基金・渉外係
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-3854
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/
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鹿児島大学医学部医学科 6年

土元 香菜子 さん

1「ホワイトリボンラン」というチャリティイベントでは
副代表を経験。エントリー費の収益は、アフガニスタン
とザンビアの女性・医療従事者への支援のため全額寄
付しました　2留学先のアメリカ・ミシガン小児病院。
ここで２ヶ月半、難治性てんかんの研究を行いました
3HTLT-1学会発表時の写真。鹿児島大学神経免疫学
分野の久保田教授のご指導がなければ、今の自分はあ
りません　4日本神経感染症学会では基礎・臨床研究
部門会長賞を受賞しました

私
の
座
右
の
銘

完
全
に
準
備
が
整
う
こ
と
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な
い
。

や
っ
て
み
た
い
！
そ
の
直
感
を
信
じ
よ
う
。

進
み
な
が
ら
考
え
て
い
け
ば
い
い
。

D
on’tthink, feel!

1 2

3 4

「治らない」から「治る」病気へ
６年間の大学生活で見つけた自分の使命

鹿
大
に
入
学
し
た
ら
色
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
よ
う
と
決
め
て
い
た
土
元
さ
ん
。

大
学
２
年
生
の
時
に
は
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ

ティ
ッ
シ
ュコ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
留
学
し
、

免
疫
学
の
最
先
端
医
療
に
触
れ
ま
し

た
。「
そ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
を
や
る
タ
イ
プ
だ
っ

た
の
で
す
が
、
留
学
に
よ
っ
て
意
識
が
変

わ
り
、
自
分
の
軸
も
定
ま
り
ま
し
た
」。

６
年
生
の
春
に
は
アメ
リ
カ
に
留
学
し
、

難
治
性
て
ん
か
ん
の
研
究
を
行
い
ま
す
。

日
頃
の
研
究
成
果
が
認
め
ら
れ
、
日
本

神
経
感
染
症
学
会
で
は
会
長
賞
を
、

鹿
大
進
取
の
精
神
学
生
表
彰
で
は
最
優

秀
賞
を
受
賞
。「
久
保
田
教
授
、
多
く

の
友
人
に
支
え
ら
れ
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
苦
楽
を
分
か
ち
合
い
励

ま
し
な
が
ら
、
成
長
で
き
る
仲
間
に
出

会
え
た
こ
と
が
財
産
で
す
」。
研
究
の

傍
ら
、
障
害
への
理
解
を
深
め
る
た
め
ヘ

ル
パ
ー
の
資
格
を
取
得
し
介
護
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
た
り
、
女
性
の
健
康
と
権
利

の
大
切
さ
を
伝
え
る
「
ホ
ワ
イ
ト
リ
ボ

ン
」
の
チ
ャ
リ
ティ
イ
ベン
ト
の
副
代
表

と
し
て
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
り
と

経
験
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

「
有
効
な
治
療
法
を
見
つ
け
て
、一
人

で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
い
た
い
。

治
り
に
く
い
病
気
、
治
療
法
が
見
つ
かっ

て
い
な
い
病
気
を
治
る
病
気
に
。
そ
の

瞬
間
に
立
ち
会
え
た
ら
」。
患
者
さ
ん

と
ご
家
族
に
と
っ
て
希
望
の
あ
る
未
来

を
届
け
る
た
め
、
医
師
と
し
て
働
き
な

が
ら
研
究
も
続
け
て
い
き
た
い
と
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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当社は総合建設コンサルタントとし
て、地域の方々が安心・安全に暮ら
せる持続可能で強靭なまちづくり
を目指しています。また社会に必要
とされる企業であるために、高い技
術サービス（調査・測量・設計等）を
追求している会社です。

株式会社大進は、将来性がある会
社だと思います。地域社会や自分の
生まれた故郷を大事に思う方に入
社頂けたらと思います。入社頂けれ
ば私たちが一流のプロに育てます！
一流のプロを一緒に目指してみま
せんか！

貴社の業務やSDGsへの取り組み
などについて教えてください

本学の学生に向けて
応援メッセージをお願いします！
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VERA入来観測局は、薩摩川内市にある、鹿児島大学の入来牧場内に設置されています。国立
天文台と鹿児島大学が連携し、鹿児島大学の研究者や学生がVERA入来局での観測や運用を
担っています。

表紙イラスト はらぐちあつこ（イラストレーター）
　鹿児島大学法文学部法政策学科卒。電力会社勤務を経て、桑沢デザ
イン研究所ビジュアルデザイン科修了。東京のデザインコンサルティング会社でVI・CIデザイ
ン制作業務の他、歴史絵本制作にも携わる。2015年より峰岸達氏に師事。2020年より福岡市
に移住し、フリーランスのイラストレーターとして活動中。

今号の表紙「満天の星空」

Instagramでも情報発信中！
kagoshima_univ.koho

＊本誌掲載の写真は撮影時のみマスクをはずしています。

　
カ
ッ
タ
ー
競
技
は
、
漕
ぎ
手
と
艇
指

揮
、
艇
長
の
男
子
は
計
14
名
、
女
子
は

計
８
名
で
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
に
な
り

ま
す
。

　
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
競
う
カ
ッ

タ
ー
競
技
で
は
、
各
個
人
で
は
絶
対
に

辿
り
着
け
な
い
達
成
感
・
爽
快
感
を
味

わ
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
南
国
鹿
児
島
な

ら
で
は
の
海
も
楽
し
め
ま
す
。

　
主
に
船
を
漕
ぐ
練
習
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
化
。
あ

と
は
、
艇
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
す
。
迫

力
あ
る
練
習
風
景
は
動
画
を
見
て
く
だ

さ
い
！

部 員 数：26名［男14名・女12名］

活動場所：与次郎ヶ浜長水路付近

活動日時：週３日程度［朝練がメイン］
男子 6:45～、女子 6:30～

DATA ※2023年6/15 時点

SNS & CONTACT

お問合せ・入部希望等はこちらから
KADAI INFO　カッター部

Q
カ
ッ
タ
ー
競
技
と
は
？

Q
カ
ッ
タ
ー
部
の
魅
力
は
？

Q
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

カッター部
を動画でご

紹介!!

端艇(カッター)
部

桜
島
を
バ
ッ
ク
に
船
を
漕
い
で
み
ま
せ
ん
か
？

atsuhara87

Instagram


